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Ⅴ

構
成
要
件
的
錯
誤

総
説

１
）
定
義

構
成
要
件
的
錯
誤
（T

a
tb
esta

n
d
sirrtu

m
,
T
a
tb
ild
irrtu

m
）
は
刑
法
典
に
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
構
成
要
件
的
錯

誤
は
故
意
の
「
裏
面
」
な
い
し
「
否
定
」
で
あ
る
。
客
観
的
構
成
要
件
に
対
応
す
る
事
態
を
認
識
し
な
い
者
は
そ
れ
を
実
現
す
る
意
欲
も

為
し
え
な
い
。
構
成
要
件
的
故
意
の
関
係
点
は
概
括
的
に
見
て
構
成
要
件
的
に
関
係
し
た
認
識
面
が
欠
損
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
。
こ
の
事
が
特
に
当
て
は
ま
る
の
は
、
現
実
に
つ
い
て
の
明
白
な
間
違
っ
た
表
象
が
あ
る
、
つ
ま
り
、（
本
来
の
意
味
で
）錯
誤
が
あ
る

場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
を
ま
っ
た
く
認
識
し
て
い
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
両
方
の
場
合
と
も
、
行
為
者
は
故
意
の
前
提
要
件

論 説

ｂ

人
に
お
け
る
錯
誤

ｃ

物
に
お
け
る
錯
誤

ｄ

法
的
符
号
の
不
存
在

因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤

１
）
定
義

２
）
故
意
に
よ
る
解
決

３
）
実
質
的
不
法
帰
属

概
括
的
故
意

方
法
（
打
撃
又
は
行
為
）
の
錯
誤

１
）
定
義

２
）
同
一
構
成
要
件
内
の
錯
誤
（
具
体
的
事
実
の
錯
誤
）

３
）
異
な
っ
た
構
成
要
件
間
の
錯
誤
（
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
）

（
以
上
本
号
）

４

未
必
の
故
意

（
以
上

第
四
六
巻
第
三
号
）

構
成
要
件
的
錯
誤

総
説

１
）
定
義

２
）
基
準
点

ａ

事
実
の
錯
誤

ｂ

意
味
の
錯
誤

ｃ

故
意
の
成
否
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
錯
誤

ａ
ａ

禁
止
の
錯
誤

ｂ
ｂ

客
観
的
帰
属
の
錯
誤

ｃ
ｃ

可
罰
性
の
錯
誤

ｄ
ｄ

包
摂
（
当
て
は
め
）
の
錯
誤

行
為
客
体
の
錯
誤
（
人
及
び
物
に
お
け
る
錯
誤
）

ａ

定
義
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を
満
た
し
て
い

１
）

な
い
。

構
成
要
件
的
錯
誤
が
あ
れ
ば
故
意
犯
の
不
可
欠
の
前
提
要
件
で
あ
る
故
意
が
否
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
行
為
者
に
認
識
が
無
か
っ
た
こ

と
、
つ
ま
り
、
故
意
が
無
か
っ
た
こ
と
を
非
難
で
き
る
か
（
例
え
ば
、
注
意
不
足
）
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
軽
率
な
行

為
で
す
ら
故
意
を
排
除
す
る
。
こ
れ
と
は
関
係
な
く
、
行
為
者
が
過
失
犯
に
問
わ
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
生
ず
る
。
過
失
犯
は
、
過

失
検
証
の
問
題
と
並
列
し
て
、
対
応
す
る
、
当
該
法
益
を
保
護
す
る
過
失
犯
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と

２
）

す
る
。

２
）
基
準
点

構
成
要
件
的
錯
誤
は
客
観
的
事
象
を
行
為
者
の
表
象
と
比
較
し
て
得
ら
れ
る
帰
結
で
あ
る
。
故
意
に
は
、
構
成
要
件
要
素
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
の
認
識
が
必
要
だ
が
、
こ
の
認
識
は
、
事
態
（
事
実
）
を
認
識
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、
正
し
い
事
態
認
識
と
並
ん
で
、
一

定
の
構
成
要
件
要
素
の
理
解
に
必
要
な
評
価
（
意
味
）
を
理
解
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
妨
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
事
実
の
錯
誤
と
意

味
の
錯
誤
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ａ

事
実
の
錯
誤

事
実
の
錯
誤
（T
a
tsa
ch
en
irrtu

m

）
で
は
、
事
態
の
認
識
に
欠
陥
が
あ
る
。
行
為
者
は
、
存
在
し
、
且
つ
、
客
観
的
構
成
要
件
に
お
い

て
相
応
の
構
成
要
件
要
素
へ
の
包
摂
の
契
機
を
与
え
る
事
情
を
誤
認
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
錯
誤
し
て
い
る
。
こ
の
事
情
は
、
例
え
ば
、

行
為
客
体
の
性
質
の
よ
う
に
外
部
世
界
に
あ
る
（
狩
猟
で
発
砲
さ
れ
た
弾
丸
が
動
物
で
は
な
く
、
人
に
当
た
る
）
こ
と
も
、
第
三
者
の
意

思
の
よ
う
な
内
的
事
象
（
例
え
ば
、
第
三
者
の
所
有
物
を
利
用
す
る
際
の
そ
の
者
の
同
意
）
に
あ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
過
去
の
こ
と
、
現
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在
の
こ
と
、
あ
る
い
は
、
将
来
起
こ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
関
係
す
る
。
も
と
よ
り
、
前
提
は
、
錯
誤
が
構
成
要
件
要
素
の
下
へ

包
含
す
る
上
で
重
要
な
事
情
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
例
え
ば
、
人
と
動
物
の
取
り
違
え
）。
決
定
的
な
の
は
、
包
摂
の
た

め
の
事
態
の
法
的
重
要
性
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
無
視
で
き
る
事
情
は
、
構
成
要
件
に
関
連
し
た
行
為
者
の
認
識
的
要
素
と
関
係
付
け
ら

れ
な
い
（
例
え
ば
、
殺
人
罪
の
成
立
に
は
、
行
為
者
は
被
害
者
が
誰
で
あ
る
か
を
認
識
し
て
い
る
必
要
は

３
）

な
い
）。

ｂ

意
味
の
錯
誤

た
い
て
い
の
構
成
要
件
要
素
に
お
い
て
は
、
事
実
の
正
し
い
認
識
が
あ
れ
ば
、
事
象
の
社
会
的
意
味
を
適
切
に
理
解
し
て
い
る
。
認
識

と
理
解
が
い
わ
ば
一
体
を
な
し
て
い
る
（
路
上
で
人
を
見
る
者
は
、
生
命
、
身
体
に
対
す
る
犯
罪
の
「
他
人
」
と
い
う
意
味
で
の
人
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
）。
こ
の
よ
う
に
認
識
と
理
解
が
共
生
し
て
い
る
こ
と
が
記
述
的
構
成
要
件
要
素
の
特
徴
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
故
意
検
証
の
重
点
は
適
切
な
事
実
認
識
に

４
）

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
意
味
の
錯
誤
（B

ed
eu
tu
n
g
sirrtu

m

）
で
は
、
構
成
要
件
要
素
と
結
び
つ
い
た
法
的
問
題
つ
ま
り
評
価
問
題
の
理
解

に
欠
陥
が
あ
る
。
構
成
要
件
要
素
が
、
そ
の
理
解
に
適
切
な
事
実
認
識
を
必
要
と
す
る
ば
か
り
か
、
行
為
者
が
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
特
別
の
評
価
を
含
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
か
か
る
構
成
要
件
要
素
は
規
範
的
な
い
し
価
値
充
足
を
要
す
る
構
成
要
件
要
素

と
も
呼
ば
れ
る
。
行
為
者
が
こ
の
評
価
を
誤
認
す
れ
ば
、
意
味
の
錯
誤
が
存
在
す
る
。
な
お
、
こ
こ
に
法
的
問
題
、
評
価
問
題
は
個
々
の

構
成
要
件
要
素
と
関
係
し
て
い
る
の
で
、
個
別
的
評
価
錯
誤
（E

in
zelw

ertu
n
g
sirrtu

m

）
と
も
呼
ば

５
）

れ
る
。

純
粋
に
記
述
的
構
成
要
件
要
素
と
云
え
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
く
、
大
部
分
の
構
成
要
件
要
素
は
規
範
的
内
容
を
有
し
て
い
る
。
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逆
に
、
規
範
的
概
念
は
記
述
的
基
盤
を
有
し
て
い
る
。
規
範
的
構
成
要
件
要
素
に
関
す
る
錯
誤
が
あ
れ
ば
、
故
意
は
存
在
し
な
い
。

規
範
的
構
成
要
件
に
関
す
る
錯
誤
の
検
証
に
は
三
段
階
の
過
程
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。
先
ず
、
最
初
の
認
識
段
階
で
は
、
故
意
は
概
念

の
存
在
面
に
関
係
す
る
。
行
為
者
が
既
に
規
範
的
概
念
の
記
述
的
基
盤
を
認
識
し
て
い
な
い
と
き
、
行
為
者
は
初
め
か
ら
故
意
を
有
し
な

い
。
次
に
、
行
為
者
が
規
範
的
概
念
の
存
在
面
の
認
識
を
有
す
る
と
き
、
行
為
者
は
第
二
の
認
識
段
階
で
評
価
の
面
に
進
む
。
法
的
に
承

認
さ
れ
た
、
規
準
と
な
る
価
値
内
実
を
把
握
す
る
た
め
に
、
行
為
者
に
百
科
全
書
的
な
、
正
確
な
法
的
知
識
が
要
求
さ
れ
る
の
で
な
く
、

行
為
者
は
、
自
分
の
属
す
る
素
人
圏
に
お
い
て
実
質
的
価
値
又
は
意
味
内
実
の
規
準
を
そ
の
特
別
の
社
会
的
及
び
法
的
な
意
味
に
お
い
て

内
容
的
に
正
し
く
把
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
足
り
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
者
は
、
概
念
を
実
質
的
に
正
し
く
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
素
人
圏
の
相
等
し
い
判
断
」
が
あ
れ
ば
、
行
為
者
の
錯
誤
は
法
的
に
無
視
で
き
る
。
さ
ら
に
、
第
三
の
認

識
段
階
で
は
、
行
為
者
が
規
範
的
構
成
要
件
要
素
の
存
在
基
盤
も
、
素
人
的
に
で
も
規
範
的
構
成
要
件
要
素
の
正
し
い
意
味
内
実
を
認
識

し
て
い
て
も
、
自
分
の
行
為
が
ま
っ
た
く
不
法
で
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
錯
誤
に
よ
っ
て
、
行
為
者
に
は
構
成

要
件
全
体
の
不
法
の
認
識
が
無
く
、
禁
止
の
錯
誤
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
規
範
的
構
成
要
件
要
素
に
関
す
る
錯
誤
は
禁
止
の
錯
誤

と
な
り
う
る
。
全
体
と
し
て
の
不
法
の
不
認
識
が
、
行
為
者
が
実
質
的
に
正
し
い
意
味
認
識
を
有
し
な
が
ら
、
包
摂
を
誤
り
、
自
分
の
行

為
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
と
き
、
こ
の
包
摂
の
錯
誤
は
禁
止
の
錯
誤
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
者
が
、

正
し
い
「
相
等
し
い
判
断
」
を
し
な
が
ら
、
当
該
禁
止
に
包
摂
せ
ず
、
既
に
知
っ
て
い
た
他
の
禁
止
に
包
摂
す
る
と
き
、
行
為
者
は
禁
止

自
体
を
錯
誤
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
包
摂
の
錯
誤
が
あ
る
に
過
ぎ

６
）

な
い
。

北研46(4・ )5 689

故意と構成要件的錯誤（下）



ｃ

故
意
の
成
否
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
錯
誤

ａ
ａ

禁
止
の
錯
誤

不
法
全
般
に
関
す
る
錯
誤
は
、不
法
構
成
要
件
の
意
味
で
の
犯
罪
定
型
的
禁
止
に
関
す
る
直
接
的
禁
止
の
錯
誤
、

正
当
化
事
由
の
存
在
、
範
囲
に
関
す
る
間
接
的
禁
止
の
錯
誤
、
及
び
、
正
当
化
事
由
を
基
礎
付
け
る
事
実
に
関
す
る
錯
誤
に
分
け
ら
れ
、

い
ず
れ
の
場
合
も
行
為
者
に
不
法
の
認
識
が
な
い
。
い
ず
れ
の
錯
誤
も
責
任
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
責
任
と
い
う
の
は
行
為
者
と
関
係
付

け
ら
れ
る
不
法
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
、
一
方
で
、
心
理
的
要
因
と
し
て
行
為
者
自
身
に
あ
り（
責
任
能
力
、
不
法
の
意
識
）、

他
方
で
、
動
機
付
け
る
事
情
を
客
観
的
、
法
倫
理
的
全
体
的
考
察
し
た
上
で
、
法
秩
序
が
行
為
者
の
内
的
態
度
に
下
す
判
断
に
あ
る
（
期

待
可
能
性
又
は
非
難
可
能
性
）。
禁
止
の
錯
誤
（V

erb
o
tsirrtu

m

）
は
行
為
者
に
お
け
る
心
理
的
責
任
要
素
で
あ
る
。
禁
止
の
錯
誤
は
、

行
為
者
が
故
意
行
為
の
た
め
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
個
々
の
構
成
要
件
要
素
に
含
ま
れ
て
い
る
評
価
行
為
と
は
区
別
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
的
評
価
錯
誤
だ
け
が
故
意
を
排
除
す
る
の
で
あ
っ
て
、
禁
止
の
錯
誤
は
故
意
と
は
関
係
が
な
い（
責
任
説
）。
禁
止

の
錯
誤
の
法
効
果
は
、
責
任
阻
却
か
故
意
責
任
の
減
軽
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
区
別
の
規
準
は
禁
止
の
錯
誤
の
非
難
可
能
性
の

有
無
、
程
度
で

７
）

あ
る
。

ｂ
ｂ

客
観
的
帰
属
の
錯
誤

形
式
的
に
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
実
質
的
に
見
て
社
会
的
に
重
要
な
不
法
と
は
い
え
な
い
と
し

て
帰
属
を
否
定
す
る
客
観
的
帰
属
論
は
、
不
法
徴
表
効
果
を
消
滅
さ
せ
る
負
責
阻
却
事
由
を
開
発
し
た
。
こ
れ
は
、
法
秩
序
の
判
断
で
あ

る
が
、
不
法
を
基
礎
付
け
る
構
成
要
件
的
故
意
を
前
提
と
す
る
も
の
の
、
独
自
の
帰
属
故
意
を
前
提
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
又
、
不
法

の
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
も
な
い
。
禁
止
の
錯
誤
は
場
合
に
よ
っ
て
責
任
を
阻
却
す
る
が
、
こ
の
場
合
、
行
為
者
評
価
を
評
価
す

る
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
そ
も
そ
も
行
為
者
が
違
法
性
評
価
を
下
す
前
に
、
行
為
者
に
有
利
な
外
か
ら
の
行
為
の

評
価
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
客
観
的
負
責
阻
却
事
由
（o

b
jek

itiv
e H

a
ftu
n
g
sa
u
ssch

ließ
u
n
g
sg
ru
n
d

）
が
存
在
し
な
い
と
き
、
つ
ま
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り
、
客
観
的
帰
属
の
錯
誤
（Irrtu

m
 
u
b
er o

b
jek

tiv
e Z

u
rech

n
u
n
g

）
の
と
き
、
構
成
要
件
・
違
法
性
の
認
識
を
有
す
る
行
為
者
は
、

自
分
の
行
為
が
社
会
的
に
重
要
な
危
険
領
域
を
充
足
し
て
い
な
い
と
思
っ
た
、
そ
れ
故
、
不
法
の
意
識
が
欠
如
し
て
い
た
と
主
張
す
る
こ

と
は
で
き

８
）

な
い
。

ｃ
ｃ

可
罰
性
の
錯
誤

可
罰
性
の
錯
誤
（S

tra
fb
a
rk
eitsirrtu

m

）
と
い
う
概
念
の
下
で
理
解
さ
れ
る
の
は
、
行
為
者
が
、
自
分
の

行
為
に
は
処
罰
規
定
が
無
い
と
思
う
の
で
、
可
罰
的
で
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
れ
で
も
、
同
時
に
、
実
質
的
不
法
内
実
を
認
識
し
て
い
る

と
い
う
場
合
で
あ
る
。
不
法
と
不
法
の
可
罰
性
は
異
な
っ
た
概
念
で
あ
る
。
法
秩
序
全
体
で
法
律
で
定
め
ら
れ
た
不
法
の
ほ
と
ん
ど
は
可

罰
的
で
な
い
。
民
事
上
あ
る
い
は
行
政
法
上
は
不
法
と
さ
れ
る
行
為
で
あ
っ
て
も
刑
法
上
は
可
罰
的
で
な
い
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
可

罰
性
に
は
不
法
の
価
値
関
係
的
知
識
だ
け
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
法
律
上
の
処
罰
規
定
と
か
自
分
の
行
為
の
法
律
上
の
帰
結
の
知
識
は

重
要
で
な
い
。
制
裁
の
錯
誤
（S

a
n
k
tio
n
n
ieru

n
g
sirrtu

m

）
と
も
呼
ば
れ
る
可
罰
性
の
錯
誤
は
法
的
に
は
無
視
で

９
）

き
る
。

ｄ
ｄ

包
摂
（
当
て
は
め
）
の
錯
誤

包
摂
の
錯
誤
（S

u
b
su
m
tio
n
sirrtu

m

）
と
い
う
の
は
、
事
態
の
正
し
い
法
的
分
類
に
関
す
る
錯

誤
、
つ
ま
り
、
包
摂
可
能
性
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
る
。
行
為
者
は
、
な
る
ほ
ど
、
構
成
要
件
に
関
し
て
事
実
と
そ
の
法
的
意
味
を
実
質
的

に
正
し
く
認
識
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
適
切
な
構
成
要
件
要
素
に
包
摂
し
な
い
か
、
他
の
犯
罪
に
包
摂
す
る
（
例
え
ば
、
射
殺
し
た
動

物
が
刑
法
第
二
六
一
条
の
意
味
で
の
「
物
」
で
は
な
い
と
思
う
者
は
、
そ
の
他
の
点
で
、
実
質
的
に
、
個
別
的
評
価
と
し
て
の
物
の
概
念

及
び
全
体
評
価
と
し
て
の
物
の
損
壊
の
構
成
要
件
と
結
び
つ
く
不
法
の
問
題
は
す
べ
て
理
解
し
て
い
る
）。
行
為
者
は
、
い
わ
ば
、
名
称
つ

ま
り
「
家
屋
番
号
」
を
間
違
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
内
容
に
お
い
て
つ
ま
り
「
住
人
」
に
お
い
て
錯
誤
に
陥
っ
て
お
ら
ず
、
禁
止
さ
れ
て
い
る

こ
と
自
体
に
つ
い
て
の
錯
誤
に
な
い
。
こ
の
錯
誤
は
形
式
的
領
域
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
錯
誤
は
名
称
の
錯
誤（B

ezeich
n
u
n
-
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g
sirrtu

m

）
と
も
呼
ば
れ
る
。
行
為
者
に
は
刑
罰
規
範
に
適
切
な
具
体
的
包
摂
を
す
る
必
要
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
行
為
者
が
構
成

要
件
に
用
い
ら
れ
て
い
る
規
範
的
概
念
の
実
質
的
意
味
を
内
容
的
に
正
し
く
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
包
摂
の
錯
誤
は
故
意
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
包
摂
の
錯
誤
は
可
罰
性
に
関
す
る
法
的
に
無
視
で
き
る
錯
誤
の
下
位
分
類
で

10
）

あ
る
。

Ⅵ

行
為
客
体
の
錯
誤
（
人
及
び
物
に
お
け
る
錯
誤
）

ａ

定
義

行
為
客
体
に
関
す
る
錯
誤
（Irrtu

m
 
u
b
er d

a
s T

a
to
b
jek

t

）
は
結
果
犯
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
。
行
為
者
は
、
外
的
に

定
ま
っ
た
客
体
に
結
果
を
招
来
し
よ
う
と
し
、
同
一
の
客
体
に
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
が
、
行
為
後
、
こ
の
外
的
に
個
別
化
さ
れ
た
客
体
が

自
分
の
表
象
と
は
異
な
っ
た
法
的
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
、
つ
ま
り
、
客
体
の
内
的
属
性
に
錯
誤
が
あ
る
場
合
が
客
体
の
錯

誤
と
呼
ば
れ
る
。
例
え
ば
、
甲
は
乙
を
殺
そ
う
と
思
っ
て
拳
銃
を
発
射
し
た
が
、
乙
だ
と
思
っ
た
人
が
実
は
丙
だ
っ
た
と
か
、
山
中
で
鹿

狩
り
を
し
て
い
た
者
が
、
鹿
だ
と
思
っ
て
発
砲
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
客
体
は
き
の
こ
狩
り
を
し
て
い
た
人
だ
っ
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

ｂ

人
に
お
け
る
錯
誤

人
に
お
け
る
錯
誤（erro

r in p
erso

n
a

）の
場
合
、
例
え
ば
、
甲
が
暗
が
り
の
中
で
外
的
に
定
め
た
隣
人（
乙
）

を
殺
そ
う
と
し
て
拳
銃
で
撃
ち
、
そ
の
人
に
当
た
っ
た
が
、
後
に
な
っ
て
、
実
際
に
は
行
為
者
の
思
っ
て
い
た
の
と
は
別
の
人
（
丙
）
に

当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
場
合
、
行
為
者
は
い
わ
ば
意
欲
し
た
こ
と
の
半
分
し
か
実
現
し
な
か
っ
た
と
云
え
る
。
行
為
者

は
こ
の
人
に
当
て
よ
う
と
し
た
が
、
同
時
に
、
こ
れ
を
意
欲
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
行
為
者
は
、
先
ず
、
ま
さ
に
こ
の
人
を
殺
そ
う

と
し
て
、
実
際
こ
の
人
を
殺
し
た
の
だ
が
、
行
為
後
に
、
こ
の
人
を
殺
そ
う
と
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
、
な
ぜ
な
ら
、
表
象
し
た
人
と
異

な
る
人
だ
か
ら
、
と
い
う
実
情
に
あ
る
。
こ
の
場
合
、行
為
者
は
殺
人
既
遂
に
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。こ
の
同
一
性
の
錯
誤（Id

en
tita

tsir-

rtu
m

）
あ
る
い
は
選
択
の
錯
誤
（A

u
sw
a
h
lirrtu

m

）
と
も
呼
ば
れ
る
被
害
者
の
内
的
性
質
に
関
す
る
錯
誤
（
名
前
と
人
物
）
は
法
的
に

北研46(4・ )8 692

論 説



は
重
要
で
な
い
。
行
為
者
が
外
的
に
選
択
し
た
客
体
と
実
際
に
当
た
っ
た
客
体
が
一
致
し
て
い
る
。
客
観
的
事
態
と
主
観
的
事
態
が
「
他

人
」
と
い
う
構
成
要
件
要
素
の
下
へ
の
包
摂
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
隣
人
を
殺
そ
う
と
し
、
し
か
し
、
暗
が
り
で
こ
の
隣
人
を
他
人

と
見
間
違
え
る
者
は
、
結
局
、
人
（
刑
法
第
一
九
九
条
の
意
味
で
の
「
他
人
」）
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
。
実
際
に
当
た
っ
た
客
体
（
客
観

的
事
態
）
と
故
意
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
客
体
（
主
観
的
事
態
）
が
、
上
位
命
題
の
重
要
な
法
的
要
素
に
お
い
て
相
応
し
て
い
る
、
つ
ま

り
、
法
的
に
符
合
し
て
い
る
場
合
、
行
為
者
は
基
本
的
に
は
既
遂
に
問
擬
さ
れ
る
。
故
意
は
「
構
成
要
件
関
連
的
属
性
」
を
充
足
し
て
い

る
。
行
為
者
は
、
客
観
的
構
成
要
件
に
相
応
す
る
事
態
を
実
現
し
て
い
る
の
で

11
）

あ
る
。

人
に
お
け
る
錯
誤
に
あ
っ
て
は
、
人
物
の
同
一
性
が
重
要
な
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
客
体
の
錯
誤
が
故
意
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

の
は
、
被
害
者
の
そ
の
最
高
度
の
人
格
的
法
益
で
あ
る
生
命
が
そ
の
外
的
姿
に
よ
っ
て
十
分
に
価
値
的
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
っ
て
、
行
為
者
に
選
択
の
錯
誤
や
動
機
の
錯
誤
が
あ
っ
た
に
過
ぎ

12
）

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
行
為
者
が
拳

銃
で
撃
っ
た
が
、
標
的
と
し
た
人
に
当
た
ら
ず
、
そ
の
隣
の
人
に
当
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方
法
の
錯
誤
の
場
合
も
、
行
為
者
に
殺
人
既

遂
を
負
責
さ
れ
る
こ
と
に
な

13
）

ろ
う
。

故
意
に
必
要
な
人
に
関
す
る
外
的
具
体
化
に
は
、
時
間
的
、
場
所
的
特
定
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
群
衆
の
中

に
爆
弾
を
投
擲
し
た
り
、
銃
を
乱
射
す
る
場
合
で
も
、
行
為
者
は
そ
の
射
程
距
離
内
に
あ
る
人
だ
け
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
場
合
で
も
、
行
為
者
は
（
類
概
念
と
し
て
の
）
生
命
そ
の
も
の
を
殲
滅
さ
せ
る
か
ら
処
罰
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
い
っ
た
行

為
の
特
質
に
基
づ
い
て
ま
さ
に
外
的
に
定
ま
っ
た
人
々
に
当
て
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
処
罰
さ
れ
る
の
で

14
）

あ
る
。
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ｃ

物
に
お
け
る
錯
誤

類
概
念
と
し
て
の
物
が
問
題
と
な
る
物
に
お
け
る
錯
誤
（erro

r in o
b
jecto

）
の
法
形
象
に
お
い
て
も
、
客

体
の
錯
誤
は
法
的
に
重
要
で
な
い
。
行
為
者
が
他
人
の
暗
が
り
の
温
室
か
ら
菊
の
植
木
を
蘭
の
植
木
と
取
り
違
え
て
持
っ
て
き
た
と
い
う

場
合
、
行
為
者
は
窃
盗
罪
に
問
擬
さ
れ
る
。
行
為
者
は
他
人
の
物
を
窃
取
し
よ
う
と
し
て
、
現
実
に
窃
取
し
た
か
ら
で

15
）

あ
る
。

行
為
が
法
益
主
体
（
被
害
者
）
の
意
思
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
犯
罪
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
行
為
客
体
に
関
す
る
そ
れ
自
体
法
的
に

無
視
で
き
る
錯
誤
が
理
論
的
に
こ
の
視
点
か
ら
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、「
奪
取
」と
い
う
の
は
、
被
害
者
が
こ
の
行
為
に
同

意
を
与
え
て
い
な
い
場
合
に
だ
け
可
能
で
あ
る
。
行
為
者
に
、
犯
行
に
関
し
て
自
分
と
前
も
っ
て
取
り
決
め
を
し
て
い
た
被
害
者
を
襲
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
い
者
を
襲
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
誤
信
し
て
い
る
と
き
、
な
る
ほ
ど
、
襲
わ
れ
た
者
の
最
高
度
の
人
格

的
法
益
の
視
点
か
ら
は
、
被
害
者
に
関
し
て
法
的
に
無
視
で
き
る
錯
誤
が
あ
る
と
云
え
る
。
し
か
し
、
物
的
法
益
に
関
し
て
、「
強
取
」と

い
う
概
念
へ
の
包
摂
に
つ
い
て
は
、
構
成
要
件
的
錯
誤
が
あ
っ
た
と
云
え
る
。
行
為
者
は
被
害
者
の
意
思
に
反
し
て
行
為
に
出
る
つ
も
り

は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
行
為
者
が
知
人
と
狂
言
強
盗
を
取
り
決
め
、「
強
奪
品
」を
分
け
る
こ
と
に
し
た
が
、
行
為
者
の
襲
っ

た
相
手
が
知
人
で
は
な
く
、
別
人
だ
っ
た
と
い
う
場
合
、
行
為
者
に
は
主
観
的
に
は
何
も
奪
取
す
る
つ
も
り
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

強
盗
罪
は
成
立
し
な
い
。
も
と
よ
り
、
行
為
者
が
こ
の
機
会
に
被
害
者
を
殴
り
、
怪
我
を
さ
せ
た
と
き
、
こ
の
発
生
し
た
結
果
は
行
為
者

に
負
責
さ
れ
る
。
傷
害
罪
で
は
、
同
一
性
の
錯
誤
は
法
的
に
無
視
で
き
る
か
ら
で

16
）

あ
る
。

ｄ

法
的
符
号
の
不
存
在

こ
れ
に
対
し
て
、
客
観
的
事
態
と
主
観
的
事
態
の
法
的
符
号
が
欠
如
す
る
の
は
、
意
思
と
仕
業
が
法
的
に

異
な
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
う
べ
き
場
合
、
つ
ま
り
、
行
為
者
が
、
法
的
に
見
て
、
実
際
に
招
来
し
た
こ
と
と
は
異
な
っ
た
こ
と
を
意
欲

し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
客
観
的
事
態
と
主
観
的
事
態
の
基
礎
に
異
な
っ
た
法
益
が
あ
る
。
か
か
る
錯
誤
は
故
意
理
論
学
の
視
点
か
ら
は
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法
的
に
無
視
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
行
為
者
が
、
人
だ
と
思
っ
て
撃
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
が
動
物
だ
っ
た
と
い
う
場
合
、
結
果
と
結

果
関
係
的
意
思
の
法
的
等
価
性
が
欠
如
す
る
。
行
為
者
が
客
観
的
に
充
足
し
て
い
る
物
の
損
壊
既
遂
に
は
、
故
意
が
欠
如
し
て
い
る
。
行

為
者
が
意
欲
し
て
い
る
殺
人
の
負
責
に
対
し
て
は
、
客
観
的
に
結
果
が
欠
如
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
両
方
と
も
に
既
遂
の
可
罰
性
が
排

除
さ
れ
る
。
行
為
者
の
計
画
は
、
そ
の
考
え
た
事
態
の
関
し
て
未
遂
で
可
罰
的
で
あ
る
が
、
実
際
に
生
じ
た
結
果
に
関
し
て
は
、
相
応
の

過
失
犯
規
定
が
存
在
し
、
行
為
者
が
実
際
に
過
失
で
行
為
し
た
場
合
に
の
み
可
罰
的
で

17
）

あ
る
。

し
か
し
、
意
思
と
仕
業
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
構
成
要
件
が
重
な
り
合
う
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
符
合
す
る
の
で
、
軽
い
罪
に

つ
い
て
故
意
の
成
立
が
可
能
で
あ
る
。
法
定
の
加
重
・
減
軽
事
由
の
関
係
に
あ
る
場
合
、
例
え
ば
、
通
常
殺
人
罪
と
同
意
殺
人
罪
（
大
判

明
治
四
三
・
四
・
二
八
刑
録
一
六
・
七
六
〇
）〔
被
害
者
の
戯
言
に
よ
る
殺
害
の
嘱
託
を
真
の
嘱
託
と
信
じ
て
殺
そ
う
と
し
た
場
合
、
嘱
託

殺
人
未
遂
罪
が
成
立
〕、
単
純
遺
棄
罪
と
加
重
遺
棄
罪
、
単
純
横
領
罪
と
業
務
上
横
領
罪
、
現
住
建
造
物
放
火
罪
と
非
現
住
建
造
物
放
火
罪
、

森
林
法
上
の
森
林
窃
盗
罪
と
刑
法
上
の
窃
盗
罪
、
及
び
、
罪
名
に
共
通
性
が
無
く
て
も
、
構
成
要
件
間
に
大
小
の
包
摂
関
係
が
認
め
ら
れ

る
場
合
、
例
え
ば
、
窃
盗
と
強
盗
、
恐
喝
と
強
盗
、
傷
害
と
殺
人
、
占
有
離
脱
物
横
領
と
窃
盗
（
最
判
昭
和
三
二
・
一
一
・
八
刑
集
一
一
・

一
二
・
三
〇
六
一
）〔
占
有
離
脱
物
横
領
の
故
意
で
窃
盗
罪
を
犯
し
た
場
合
、
占
有
離
脱
物
横
領
罪
の
既
遂
が
成
立
す
る
〕
が

18
）

あ
る
。

最
高
裁
判
所
（
最
判
昭
和
二
三
・
一
〇
・
二
三
刑
集
二
・
一
一
・
一
三
八
六
）〔
虚
偽
公
文
書
作
成
罪
の
教
唆
を
す
る
こ
と
を
共
謀
し
た

者
の
一
人
が
、
他
の
共
謀
者
に
謀
る
こ
と
な
く
、
公
文
書
偽
造
罪
の
教
唆
に
よ
っ
て
当
初
の
目
的
を
達
し
た
と
い
う
事
案
〕は
、「
本
件
故

意
の
内
容
は
刑
法
第
一
五
六
条
の
罪
の
教
唆
で
あ
り
、
結
果
は
同
法
第
一
五
五
条
の
罪
の
教
唆
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
は
犯
罪
の
構

成
要
件
を
異
に
す
る
も
、
そ
の
罪
質
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
法
定
刑
も
同
じ
で
あ
る
。
而
し
て
右
両
者
の
動
機
目
的
は
全
く
同
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一
で
あ
る
」
と
説
示
し
て
、
他
の
共
謀
者
に
も
公
文
書
偽
造
罪
の
教
唆
の
故
意
を
認
め
た
。
し
か
し
、
公
文
書
偽
造
（
名
義
の
冒
用
）
と

虚
偽
公
文
書
作
成
（
内
容
の
虚
偽
）
は
包
摂
関
係
に
な
い
の
で
、
故
意
の
符
号
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
。
最
高
裁
判
所
（
最
決
昭
和
五
四
・

三
・
二
七
刑
集
三
三
・
二
・
一
四
〇
）〔
営
利
の
目
的
で
、
麻
薬
を
覚
せ
い
剤
と
誤
認
し
て
輸
入
し
た
と
い
う
事
案
〕
で
も
、「
覚
せ
い
剤

輸
入
罪
を
犯
す
意
思
で
…
…
麻
薬
輸
入
罪
に
あ
た
る
事
実
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
目
的
物
が
覚
せ
い
剤
か
麻
薬
か
の
差
異
が

あ
る
だ
け
で
、
そ
の
余
の
犯
罪
構
成
要
件
要
素
は
同
一
で
あ
り
、
そ
の
法
定
刑
も
全
く
同
一
で
あ
る
と
こ
ろ
…
…
麻
薬
と
覚
せ
い
剤
と
の

類
似
性
に
か
ん
が
み
る
と
、
こ
の
場
合
、
両
罪
の
構
成
要
件
は
全
く
重
な
り
合
っ
て
い
る
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
麻
薬
を

覚
せ
い
剤
と
誤
認
し
た
錯
誤
は
、
生
じ
た
結
果
で
あ
る
麻
薬
輸
入
罪
の
罪
に
つ
い
て
の
故
意
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
。
さ

ら
に
、
最
高
裁
判
所
（
最
決
昭
和
六
一
・
六
・
九
刑
集
四
〇
・
四
・
二
六
九
）〔
覚
せ
い
剤
を
麻
薬
と
誤
認
し
て
所
持
し
た
と
い
う
事
案
〕

は
、「
麻
薬
所
持
罪
を
犯
す
意
思
で
…
…
覚
せ
い
剤
所
持
罪
に
当
た
る
事
実
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
両
罪
は
、
そ
の
目
的
物
が
麻
薬

か
覚
せ
い
剤
か
の
差
異
が
あ
り
、
後
者
に
つ
き
前
者
に
比
し
重
い
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
余
の
犯
罪
構
成
要
件
要
素
は
同

一
で
あ
る
と
こ
ろ
、
麻
薬
と
覚
せ
い
剤
と
の
類
似
性
に
か
ん
が
み
る
と
、
こ
の
場
合
、
両
罪
の
構
成
要
件
は
、
軽
い
前
者
の
罪
の
限
度
に

お
い
て
、
実
質
的
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
説
示
し
て
、
麻
薬
所
持
罪
の
故
意
犯
を
認
め
た
。
し
か
し
、
所

持
の
事
実
が
な
い
麻
薬
に
つ
い
て
、
麻
薬
所
持
罪
を
認
め
る
こ
と
は
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
。
そ
も
そ
も
、
麻
薬
と
覚
せ
い
剤
は
別
の

法
律
に
規
定
さ
れ
た
別
個
の
客
体
で
あ
り
、「
違
法
な
薬
物
」と
し
て
一
括
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
構
成
要
件
的
重
な
り
合
い
は
認
め
ら

れ
な
い
の
で

19
）

あ
る
。

Ⅶ

因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤

１
）

定
義

こ
の
概
念
で
把
握
さ
れ
る
の
は
、
結
果
は
な
る
ほ
ど
行
為
者
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
、
狙
っ
た
客
体
に
生
じ
て
い
る
が
、
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し
か
し
、
行
為
者
が
意
欲
し
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
た
様
態
で
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る（
客
体
の
外
的
、
内
的
同
一
性
）。
行
為
の
様
態

が
、
何
ら
か
の
理
由
か
ら
、
行
為
者
の
表
象
と
は
異
な
っ
た
経
路
を
た
ど
っ
て
結
果
の
発
生
に
繫
が
っ
た
。
こ
の
事
象
は
因
果
経
路
に
関

す
る
錯
誤
（Irrtu

m
 
u
b
er d

en K
a
u
sa
lv
erla

u
f

）
と
も
様
態
の
錯
誤
（M

o
d
a
lita

tsirrtu
m

）
と
も
呼
ば
れ
る
。
因
果
経
路
に
関
す
る

錯
誤
は
意
欲
さ
れ
た
客
体
へ
の
因
果
関
係
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。
因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤
の
場
合
、
行
為
は
、
方
法
の
錯
誤
の

場
合
と
同
じ
く
、
行
為
が
ず
れ
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
方
法
の
錯
誤
の
場
合
と
は
異
な
り
、
目
的
と
結
果
は
一
致
し
て
い
る
。
方
法
の
錯

誤
で
は
、
二
重
の
ず
れ
、
つ
ま
り
、
行
為
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
客
体
（
結
果
）
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
が
、
因
果
経
路
に
関
す
る
錯

誤
で
は
、
客
体
の
錯
誤
の
場
合
と
同
様
、
行
為
者
の
狙
っ
た
同
一
の
客
体
に
結
果
が
発
生
し
て
い
る
。
因
果
経
路
の
錯
誤
で
は
、
し
た
が
っ

て
、
因
果
経
路
だ
け
が
行
為
者
の
表
象
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
場
合
が
問
題
と

20
）

な
る
。

２
）

故
意
に
よ
る
解
決

解
決
の
前
提
問
題
は
、
因
果
経
路
が
構
成
要
件
に
有
す
る
意
味
で
あ
る
。
故
意
は
、
客
観
的
構
成
要
件
に

関
す
る
事
情
を
す
べ
て
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
果
犯
の
場
合
、
客
観
的
構
成
要
件
に
お
い
て
は
因
果
経
路
も
検
証
さ
れ
る
（
等

価
説
）。
伝
統
的
な
見
解
に
よ
れ
ば
、
因
果
関
係
の
存
否
ば
か
り
で
な
く
、
結
果
へ
の
経
路
（
ど
の
よ
う
に
）
も
構
成
要
件
の
一
部
と
し
て

故
意
に
包
含
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
の
帰
結
は
、
行
為
者
が
実
際
に
生
起
経
路
の
隅
々
ま
で
予
見
し
、
意
欲
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
実
際
に
は
決
し
て
起
こ
ら
な
い
か
ら
、
表
象
さ
れ
た
因
果
生
起
か
ら
の
ず
れ
が
生
ず
る
と
、
い

か
な
る
ず
れ
で
あ
っ
て
も
故
意
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
点
で
、
伝
統
的
な
見
解
か
ら
は
、
故
意
理
論
に
評
価
問
題
が
組
み

込
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
故
意
は
因
果
経
路
の
重
要
な
段
階
を
す
べ
て
、
な
い
し
、
因
果
経
路
を
大
雑
把
に
把
握
し
て
お
れ
ば
そ
れ
で
足

り
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
こ
う
い
っ
た
構
成
要
件
的
錯
誤
は
故
意
を
排
除
す
る
。
そ
れ
故
、
行
為
者
は
未
遂
で
の
み
負
責
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
因
果
経
路
に
関
す
る
非
本
質
的
な
、
そ
の
他
の
誤
表
象
は
故
意
に
影
響
を
与
え
ず
、
既
遂
の
負
責
に
い
た
る
。
こ
の
立
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場
か
ら
す
る
と
、
行
為
者
は
結
果
を
意
欲
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
故
意
が
因
果
経
路
の
重
要
な
段
階
の
す
べ
て
を
把
握
す
ら
し
て
い
な
い

と
き
、
本
来
的
に
は
、
表
象
と
現
実
の
乖
離
の
故
に
故
意
犯
そ
れ
自
体
の
廉
で
の
可
罰
性
、
し
た
が
っ
て
、
未
遂
の
可
罰
性
も
脱
落
せ
ざ

る
を
得
な
く

21
）

な
る
。

３
）

実
質
的
不
法
帰
属

こ
れ
に
対
し
て
、
最
近
の
客
観
的
不
法
帰
属
論
に
よ
る
と
、
因
果
経
路
自
体
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
諸
段

階
も
故
意
の
関
係
点
で
は
な
く
、
因
果
関
係
に
あ
る
行
為
と
結
果
の
基
本
的
結
び
つ
き
だ
け
が
故
意
の
関
係
点
で
あ
る
。
故
意
も
因
果
関

係
が
生
ず
る
こ
と
の
「
存
否
」
に
だ
け
関
係
し
、
そ
れ
故
、
因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤
は
故
意
の
問
題
で
は
な
い
。
異
常
な
因
果
過
程
の

場
合
で
す
ら
、
行
為
者
が
た
だ
結
果
を
意
欲
し
て
い
る
と
き
、
行
為
者
は
故
意
に
行
為
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
「
傷
害
す
る
」「
殺
す
」

と
い
う
表
現
に
合
致
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
こ
の
法
文
は
一
定
の
因
果
経
路
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
因
果
経
過
を
起
動
さ
せ

る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
行
為
者
は
結
果
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。
因
果
経
路
か
ら
の
予
測
さ
れ
な
い
逸
脱
に
対
す
る
負

責
は
故
意
の
存
在
を
否
定
す
る
の
か
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
。
錯
誤
論
は
こ
の
問
題
と
は
関
係
が
な
い
。
む
し
ろ
、
因
果

関
係
に
お
け
る
錯
誤
は
故
意
を
前
提
と
し
た
不
法
帰
属
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
経
験
的
に
危
険
な
、
且
つ
、
規
範
的
に
容

認
さ
れ
な
い
行
為
に
よ
る
危
険
創
出
が
危
険
の
現
実
化
と
相
当
性
連
関
、
危
険
連
関
に
あ
る
の
か
が
問
わ

22
）

れ
る
。

Ⅷ

概
括
的
故
意

い
わ
ゆ
る
概
括
的
故
意
（d

o
lu
s g
en
era

lis,G
en
era

lv
o
rsa

tz

）
と
い
う
の
は
、
初
め
か
ら
意
欲
さ
れ
た
結
果
発
生
の
存
否
に
の
み
関

係
し
、
行
為
の
様
態
に
は
関
係
し
な
い
の
で
、
因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤
の
一
種
で
あ
る
。
行
為
者
は
複
数
の
行
為
を
す
る
も
の
の
、
結

果
を
最
初
の
行
為
で
招
来
し
た
と
考
え
る
が
、
客
観
的
に
は
そ
の
後
の
行
為
で
初
め
て
招
来
し
た
場
合
が
問
題
と
な
る
。
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例
え
ば
、
被
害
者
は
睡
眠
薬
で
眠
ら
さ
れ
、
自
動
車
で
橋
に
つ
れ
て
行
か
れ
、
打
球
棒
で
頭
を
殴
ら
れ
、
小
川
に
投
げ
込
ま
れ
、
そ
こ

で
更
に
殴
ら
れ
重
傷
を
負
っ
て
溺
死
し
た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
特
徴
的
な
の
は
、
犯
跡
隠
滅
行
為
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
結
果
が
発
生

す
る
。
行
為
者
は
も
う
死
ん
だ
と
思
っ
た
被
害
者
を
犯
跡
隠
蔽
の
た
め
に
川
に
投
げ
込
む
と
か
、
被
害
者
自
身
の
自
殺
を
装
う
た
め
に
電

車
軌
道
に
置
く
と
か
い
っ
た
場
合
に
問
題
と

23
）

な
る
。

概
括
的
故
意
の
法
形
象
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の

24
）

論
文
、
さ
ら
に
は
普
通
法
に
遡
る
。
こ
れ
は
事
案
を
単
一
事
象
、
相
応
の
単
一
の
行
為
故
意

を
仮
定
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
、
そ
れ
故
、
行
為
者
は
全
体
と
し
て
既
遂
で
負
責
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
果
発
生
に
繫
が
る
第
二
の
行

為
時
に
、
行
為
者
は
故
意
を
放
棄
す
る
が
、
し
か
し
、
事
後
に
こ
の
行
為
を
容
認
す
る
、
そ
の
結
果
、
故
意
「
そ
の
も
の
」
は
存
在
す
る

（
概
括
的
故
意
）。
故
意
は
第
二
の
行
為
、
時
間
的
に
後
続
の
結
果
に「
伸
ば
さ
れ
る
」、
し
た
が
っ
て
、
全
体
と
し
て
、
行
為
者
に
故
意
を

帰
属
で
き
る
因
果
経
路
に
関
す
る
法
的
に
無
視
で
き
る
錯
誤
か
ら
出
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
今
で
も
学
説
に
見
ら

25
）

れ
る
。

こ
う
い
っ
た
拡
張
さ
れ
た
故
意
と
い
う
考
え
は
理
論
的
に
は
故
意
の
擬
制
で
あ
る
。
第
一
の
行
為
時
に
は
故
意
が
あ
る
が
、
相
応
の
結

果
は
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
。
第
二
の
行
為
時
に
は
、
結
果
の
発
生
は
あ
る
が
、
相
応
の
故
意
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
意
は
行

為
時
点
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
格
に
考
え
る
と
、
法
的
に
無
視
で
き
な
い
錯
誤
が
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
第
一
行
為
に
関
し
て
は
、
殺
人
未
遂
罪
が
、
第
二
の
行
為
に
関
し
て
は
過
失
致
死
罪
が
成
立
す
る
と
い
う

こ
と
に
な

26
）

ろ
う
。

概
括
的
故
意
と
い
う
法
形
象
は
結
果
帰
属
の
問
題
と
し
て
実
質
的
不
法
帰
属
論
の
領
域
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
評
価
問
題
で
あ
る
。通
常
、
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行
為
の
帰
属
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
次
い
で
、
具
体
的
因
果
連
関
が
一
般
的
生
活
経
験
内
に
あ
る
か
否
か
と
い
う
相
当
性
連
関
が
検
証
さ
れ
、

こ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
と
、
結
果
の
帰
属
は
可
能
で
あ
る
。
第
二
行
為
は
第
一
の
行
為
の
経
験
的
、
規
範
的
危
険
領
域
内
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
故
意
は
客
観
的
帰
属
判
断
基
底
の
一
部
で
あ
る
が
、
具
体
的
結
果
発
生
そ
れ
自
体
に
だ
け
及
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
故
意
は
因
果
関
係
の

「
存
否
」
と
の
み
関
係
し
、「
様
態
」（
因
果
経
路
）
に
は
関
係
し
な
い
。
第
二
行
為
は
「
因
果
連
鎖
に
お
け
る
中
間
項
」
と
し
て
重
要
で
あ

る
に
過
ぎ

27
）

な
い
。

「
逆
の
概
括
的
故
意
（
早
す
ぎ
た
結
果
発
生
）」
の
事
例
も
考
え
ら
れ
る
。
行
為
者
は
複
数
の
行
為
を
し
て
、
結
果
を
発
生
さ
せ
る
つ
も

り
で
あ
る
が
、
結
果
が
既
に
最
初
の
行
為
時
に
発
生
し
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
行
為
者
は
被
害
者
を
殺
意
を
も
っ
て
先
ず
殴

り
、
次
い
で
、
射
殺
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
被
害
者
は
既
に
殴
打
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
た
と
い
う
場
合
で

28
）

あ
る
。
予

備
行
為
に
よ
っ
て
結
果
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
既
遂
ど
こ
ろ
か
未
遂
も
成
立
し
な
い
。
例
え
ば
、
拳
銃
の
手
入
れ
を
し
て
い
る

と
き
、
殺
そ
う
と
し
て
い
た
相
手
に
当
た
っ
て
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
場
合
で

29
）

あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
早
す
ぎ
た
結
果
発
生
と
区
別
し
て
、

早
す
ぎ
た
構
成
要
件
実
現
と
呼
ば
れ
る
。
未
終
了
未
遂
の
段
階
で
結
果
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
故
意
が
あ
り
、
実
行
行
為
が
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
殺
人
既
遂
罪
が
成
立
す
る
こ
と
に
問
題
は

30
）

な
い
。

Ⅸ

方
法
（
打
撃
又
は
行
為
）
の
錯
誤

１
）
定
義

方
法
の
錯
誤
（a

b
erra

tio ictu
s,
H
a
n
d
lu
n
g
sirrtu

m
,
A
u
sfu
h
ru
n
g
sirrtu

m

）
と
い
う
法
形
象
の
下
で
理
解
さ
れ
る
の
は
、
行
為

者
の
侵
害
行
為
が
自
ら
決
め
た
目
的
か
ら
は
ず
れ
た
事
例
で
あ
る
。
行
為
者
は
知
覚
さ
れ
た
客
体
を
狙
う
が
、
誤
っ
て
、
ま
っ
た
く
意
欲
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さ
れ
な
か
っ
た
他
の
客
体
に
当
て
て
し
ま
う
。
方
法
（
行
為
）
の
錯
誤
と
い
う
名
称
は
行
為
が
ず
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
行
為
が
ず
れ

た
経
験
的
原
因
は
様
々
で
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、
拳
銃
操
作
の
際
の
照
準
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
か
、
目
的
と
し
た
被
害
者
の
前
に

突
然
別
人
が
現
れ
て
、
こ
の
者
に
命
中
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
方
法
の
錯
誤
は
、
結
果
が
結
局
は
直
接
又
は

間
接
に
予
想
し
た
客
体
に
生
ず
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤
と
は
異

31
）

な
る
。

２
）
同
一
構
成
要
件
内
の
錯
誤
（
具
体
的
事
実
の
錯
誤
）

方
法
の
錯
誤
が
同
一
構
成
要
件
の
範
囲
内
で
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
、
構
成
要
件
的
故
意
の
成
否
を
定
め
る
規
準
に
個
別
化
説
（
具
体

的
符
号
説
）
と
客
観
的
一
般
化
説
（
法
定
的
符
号
説
）
が

32
）

あ
る
。

ａ

個
別
化
説

故
意
に
よ
る
行
為
客
体
の
個
別
化
な
い
し
具
体
化
を
重
視
す
る
個
別
化
（
具
体
化
）
説
に
よ
れ
ば
、
形
式
的
に
構
成

要
件
的
に
等
価
の
諸
客
体
内
で
、
行
為
者
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
具
体
化
さ
れ
た
被
害
者
圏
の
外
に
あ
る
客
体
へ
と
行
為

が
そ
れ
た
場
合
、
こ
れ
は
常
に
法
的
に
無
視
で
き
な
い
錯
誤
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
行
為
者
は
故
意
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
客
体
に
関
し

て
は
未
遂
に
、
実
際
に
当
た
っ
た
客
体
に
関
し
て
は
過
失
に
問
わ

33
）

れ
る
。
錯
誤
の
故
意
排
除
作
用
に
は
、
故
意
の
具
体
化
に
お
け
る
の
と

同
じ
く
、
先
ず
は
行
為
客
体
の
外
的
同
一
性
が
重
要
で
あ
る
。
方
法
の
錯
誤
で
は
、
人
に
お
け
る
錯
誤
（
人
の
内
的
同
一
性
に
関
す
る
錯

誤
）
と
は
異
な
り
、
当
た
っ
た
人
の
外
的
同
一
性
（
あ
る
い
は
存
在
）
に
関
す
る
錯
誤
が
前
提
と

34
）

な
る
。

実
際
に
当
た
っ
た
客
体
に
関
す
る
過
失
可
罰
性
に
関
し
て
は
、
非
定
型
的
な
因
果
経
路
（
相
当
性
連
関
の
欠
如
）
の
場
合
と
か
、
事
後

的
に
作
用
し
て
く
る
危
険
領
域
が
あ
り
、
こ
れ
が
最
終
的
結
果
に
社
会
的
、
規
範
的
答
責
を
負
う
た
め
に
、
行
為
者
の
負
責
範
囲
が
圧
縮
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さ
れ
る
（
危
険
連
関
の
欠
如
）
場
合
、
過
失
犯
の
成
立
は
否
定
さ

35
）

れ
る
。

個
別
化
説
は
基
本
的
に
妥
当
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
結
果
の
発
生
の
生
じ
な
か
っ
た
客
体
に
関
し
て
は
未
遂
、
実
際
に
発
生
し
た
客
体

に
関
し
て
は
過
失
の
負
責
を
認
め
る
の
は
一
身
専
属
的
保
護
法
益
、
つ
ま
り
、
最
高
度
の
人
格
的
法
益
（
と
り
わ
け
、
身
体
と
生
命
）
に

限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
甲
は
乙
を
狙
っ
て
発
砲
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
傍
ら
に
い
た
丙
に
命
中
し
、
丙
を
死
亡
さ
せ
た
場
合
、

乙
に
対
す
る
故
意
殺
人
未
遂
罪
と
丙
に
対
す
る
過
失
致
死
罪
が
成
立
す
る
。
一
身
専
属
的
保
護
法
益
は
、
単
に
人
の
生
命
そ
れ
自
体
と
か

身
体
的
完
全
性
そ
れ
自
体
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
常
に
、
特
定
の
人
の
生
命
、
身
体
だ
け
が
重
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（「
あ
る
他
人
」
で
は
な
く
、
あ
る
「
特
定
の
」
他
人
）
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
殺
人
罪
で
は
、
行
為
者
は
、
誰
の
生
命
を
奪
う
か
を

選
択
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
故
意
は
外
的
に
個
別
化
さ
れ
た
被
害
者
と
の
関
係
で
具
体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
高
度
の
人

格
的
法
益
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
唯
一
無
二
で
あ
る
か
ら
、
結
果
の
発
生
し
な
か
っ
た
客
体
の
法
益
と
結
果
の
発
生
し
た
客
体
の
法
益
が
同
種

で
あ
っ
て
も
、
法
的
評
価
に
お
い
て
異
な
る
の
で

36
）

あ
る
。

最
高
度
の
人
格
的
法
益
と
は
異
な
り
、
物
的
法
益
で
は
、
行
為
者
が
結
局
は
自
分
が
意
欲
し
て
い
る
こ
と
を
、
何
ら
か
の
等
価
の
客
体

で
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
特
定
の
店
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
石
で
壊
そ
う
と
す
る
つ
も
り
だ
が
、

隣
の
店
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
壊
し
た
と
か
、
そ
の
向
こ
う
に
あ
る
住
ま
い
に
当
た
っ
た
と
い
う
場
合
、
常
に
既
遂
の
損
壊
罪
で
処
罰

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
法
秩
序
に
お
け
る
個
人
に
与
え
ら
れ
る
特
別
の
意
義
が
こ
の
立
場
を
支
持

37
）

す
る
。
も
っ
と
も
、
如
何

な
る
物
的
損
害
の
発
生
も
既
遂
で
処
罰
で
き
る
と
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
実
際
に
発
生
し
た
結
果
が
完
全
に
犯
行
計
画
の
外
に
あ

る
と
き
、
相
当
性
連
関
が
無
く
、
結
果
の
帰
属
は
で
き

38
）

な
い
。
個
別
化
説
で
は
、
人
格
に
依
存
す
る
法
益
を
保
護
す
る
犯
罪
を
決
め
る
と
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い
う
基
本
的
問
題
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
直
接
的
に
生
命
、
身
体
を
保
護
す
る
犯
罪
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
問
題

は

39
）

な
い
。

ｂ

客
観
的
一
般
化
説

こ
れ
に
対
し
て
客
観
的
一
般
化
説
は
、
故
意
を
そ
れ
ぞ
れ
の
類
概
念
の
法
益
に
の
み
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
れ

故
、
行
為
の
客
体
が
類
概
念
と
し
て
相
応
の
犯
罪
に
あ
た
る
と
き
、
如
何
な
る
行
為
の
失
敗
も
法
的
に
重
要
で
な
い
と
説
明
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
規
範
の
充
足
の
た
め
に
は
、
意
思
と
仕
業
の
間
の
形
式
的
符
号
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
。
行
為
者
（
甲
）
に
あ
る
他
人
（
乙
）

を
殺
す
意
思
が
あ
り
、
現
に
あ
る
他
人
（
丙
）
を
殺
す
（
形
式
的
等
価
性
）。
例
え
ば
、
甲
が
乙
を
狙
っ
て
発
砲
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
傍
ら

に
い
た
丙
に
命
中
し
、
丙
を
死
亡
さ
せ
た
場
合
、
単
純
に
丙
に
対
す
る
既
遂
罪
が
認
め
ら

40
）

れ
る
。
そ
れ
故
、
本
説
は
、
侵
害
行
為
の
失
敗

の
場
合
に
は
、
客
体
の
錯
誤
な
い
し
人
に
お
け
る
錯
誤
と
同
じ
結
論
に
な
る
。
方
法
の
錯
誤
は
構
成
要
件
的
等
価
性
の
場
合
な
い
し
形
式

的
に
等
し
い
法
益
の
場
合
に
は
法
的
に
無
視
で
き
る
。
殺
人
罪
で
は
、
あ
る
「
人
」
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
重
要
で
、
こ
の
人

が
故
意
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
か
否
か
、
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
か
は
重
要
で

41
）

な
い
。
こ
の
見
解
は
徹
底
し
て
純
粋
に
心
理

学
的
な
故
意
内
容
か
ら
出
立
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
本
説
は
、
結
果
の
帰
属
に
際
し
て
為
さ
れ
る
べ
き
、
人
格
的
と
物
的
法
益
に
よ
る

区
別
を
否
定

42
）

す
る
。

客
観
的
一
般
化
説
は
、
行
為
者
の
認
識
し
て
い
な
い
客
体
に
ま
で
故
意
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
普
通
法
の
ヴ
ェ
ル
サ
リ

原
則（V

ersa
ri-in

-re-illicita

）、
つ
ま
り
、
故
意
行
為
者
は
そ
の
行
為
か
ら
客
体
の
類
か
ら
す
る
と
等
価
の
結
果
を
招
来
す
る
と
き
、
こ

の
結
果
が
心
理
学
的
に
は
行
為
者
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
こ
れ
も
故
意
に
含
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
思

想
を
蘇
え
さ
せ
る
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
規
範
的
に
負
責
を
拡
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
高
度
の
人
格
的
法
益
に
あ
っ
て
は
規
範
の
実
質
的
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内
容
か
ら
擁
護
で
き
ず
、
特
定
の
被
害
者
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
故
意
の
心
理
学
的
性
質
に
矛
盾

43
）

す
る
。

ｃ

実
質
的
不
法
帰
属

方
法
論
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
次
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
客
観
的
及
び
主
観
的
に
は
行

為
者
は
形
式
的
に
方
法
の
錯
誤
で
も
意
思
と
仕
業
を
充
足
し
て
い
る
（
行
為
者
（
甲
）
は
あ
る
他
人
（
乙
）
を
殺
そ
う
と
し
て
、
別
の
他

人
（
丙
）
に
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
）。
こ
の
点
で
、
先
ず
、
故
意
認
定
に
は
類
概
念
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
最
高
度
の
人
格
的
法
益
と
物
的

利
益
の
区
別
に
導
く
評
価
は
、
心
理
学
的
問
題
で
は
な
く
、
評
価
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
実
質
的
不
法
帰
属
の
問
題
で

44
）

あ
る
。

３
）
異
な
っ
た
構
成
要
件
間
の
錯
誤
（
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
）

方
法
の
錯
誤
が
異
な
っ
た
構
成
要
件
間
に
お
い
て
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
、
刑
法
第
三
八
条
第
二
項
は
、「
重
い
罪
に
当
た
る
べ
き
行
為

を
し
た
の
に
、
行
為
の
時
に
そ
の
重
い
罪
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
者
は
、
そ
の
重
い
罪
に
よ
っ
て
処
断
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
他
人
の
犬
を
殺
そ
う
と
し
て
発
砲
し
た
と
こ
ろ
、
傍
ら
に
い
た
人
に
命
中
し

て
こ
れ
を
死
亡
さ
せ
た
場
合
、「
そ
の
重
い
罪
」、
つ
ま
り
、
殺
人
罪
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
、
処
断
上
の
制

限
を
設
け
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
場
合
の
取
り
扱
い
方
ま
で
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

45
）

い
し
、
逆
に
、「
軽
い
罪
に
当
た
る
べ
き
行
為
を
し
た

の
に
、
行
為
の
時
に
そ
の
軽
い
罪
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
者
」、
例
え
ば
、
人
を
殺
そ
う
と
し
て
誤
っ
て
他
人
の
犬

を
殺
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
規
定
が
な
い
。

個
別
化
説
に
よ
っ
て
も
、
客
観
的
一
般
化
説
に
よ
っ
て
も
、
異
な
っ
た
構
成
要
件
間
に
お
け
る
錯
誤
の
場
合
、
構
成
要
件
的
故
意
は
認

め
ら
れ
な
い
。
他
人
の
犬
を
殺
す
つ
も
り
で
誤
っ
て
人
を
殺
し
た
場
合
、
行
為
者
に
は
物
の
損
壊
罪
の
故
意
は
あ
る
が（
未
遂
は
不
可
罰
）、
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人
を
殺
し
た
点
に
つ
い
て
は
過
失
が
問
題
と
な
る
。
逆
に
、
人
を
殺
す
意
思
で
誤
っ
て
他
人
の
犬
を
殺
し
た
場
合
は
、
行
為
者
は
殺
人
の

故
意
は
あ
る
が
（
未
遂
は
可
罰
）、
犬
を
殺
し
た
点
に
つ
い
て
は
過
失
が
問
題
と
な
る
（
不
可
罰
）。

注１
）

E
.
S
tein
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S
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３
）

S
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,
(F
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.
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d
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S
tra
frech

t.
A
T
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B
d
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1,
2008,

8.
K
a
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４
）

大
判
大
正
一
四
・
六
・
九
刑
集
四
・
三
七
八
﹇
狸
・

事
件
﹈〔
捕
獲
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
狸
」
を
「

」
で
あ
る
と
信
じ
て
捕
獲
し
た
事
案
で
、
事
実

の
錯
誤
と
し
て
無
罪
〕「
被
告
人
ハ
狸
ト

ト
ハ
全
然
種
類
ヲ
異
ニ
シ

ニ
該
当
ス
ル
獣
ヲ
以
テ
狸
ナ
リ
ト
誤
信
シ
延
テ
本
件
ノ
獣
類
ハ
斑
点
ヲ
有
シ
被
告
人

ノ
地
方
ニ
於
テ
通
俗
十
文
字

ト
称
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
狩
猟
禁
止
ノ
目
的
タ
ル
狸
ニ
有
ラ
ス
ト
確
信
シ
之
ヲ
捕
獲
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
…
…
疑
ヲ
容
ル

ル
ノ
余
地
ナ
シ
然
ラ
ハ
被
告
人
ノ
狩
猟
法
ニ
於
テ
捕
獲
を
禁
止
ス
ル
狸
中
ニ
俚
俗
ニ
所
謂

ヲ
モ
包
含
ス
ル
コ
ト
ヲ
意
識
セ
ス
従
テ
十
文
字

ハ
禁
止
獣
タ

ル
狸
ト
別
物
ナ
リ
ト
ノ
信
念
ノ
下
ニ
之
ヲ
捕
獲
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
狩
猟
法
ノ
禁
止
セ
ル
狸
ヲ
捕
獲
ス
ル
ノ
認
識
ヲ
欠
如
シ
タ
ル
ヤ
明
カ
ナ
リ
」〕。
大
判
大

正
一
三
・
四
・
二
五
刑
集
三
・
三
六
四
﹇
む
さ
さ
び
・
も
ま
事
件
﹈〔
捕
獲
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
む
さ
さ
び
」
を
「
も
ま
」
で
あ
る
と
信
じ
て
捕
獲
し
た
と

い
う
事
案
で
、
違
法
性
の
錯
誤
と
し
て
有
罪
〕「
ム
サ
サ
ビ
ト
『
も
ま
』
ト
ハ
同
一
ノ
物
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ス
単
ニ
其
ノ
同
一
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ス
『
も
ま
』
ハ
之

ヲ
捕
獲
ス
ル
モ
罪
ト
ナ
ラ
ス
ト
信
シ
テ
捕
獲
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
場
合
ニ
於
テ
ハ
法
律
ヲ
以
テ
捕
獲
ヲ
禁
止
シ
タ
ル
ム
サ
サ
ビ
即
チ
『
も
ま
』
を
『
も
ま
』
ト

知
リ
テ
捕
獲
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
犯
罪
構
成
ニ
必
要
ナ
ル
事
実
ノ
認
識
ニ
何
等
ノ
欠
缺
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
唯
其
ノ
行
為
ノ
違
法
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
止
マ

ル
」。
両
判
決
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
る
が
、
狸
と

は
一
般
に
別
の
動
物
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
も
ま
は
む
さ
さ
び
の
俗

称
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
矛
盾
し
て
い
な
い
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
（
平
野
龍
一
『
刑
法
総
論

』
一
九
七
二
年
・
一
七
三
頁
、
内
藤
謙
『
刑
法
講
義

総
論
（
下
）

』
一
九
九
一
年
一
〇
七
二
頁
以
下
）、
両
方
と
も
事
実
の
錯
誤
と
す
る
見
解
（
西
原
春
夫
『
刑
法
総
論
』
一
九
七
七
年
・
四
二
三
頁
）、
両
方

と
も
違
法
性
の
錯
誤
と
す
る
見
解
（
團
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
』〔
第
三
版
〕
一
九
九
〇
年
・
二
三
七
頁
、
福
田
平
『
全
訂
刑
法
総
論
』
一
九
八
四
年
・
一

九
六
頁
以
下
）
も
あ
る
。﹇
狸
・

事
件
﹈
の
場
合
、

に
は
体
に
十
文
字
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
昔
か
ら
狸
と

は
別
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い

う
事
実
か
ら
す
る
と
、
構
成
要
件
的
錯
誤
が
認
め
ら
れ
、﹇
む
さ
さ
び
・
も
ま
事
件
﹈
の
場
合
、
も
ま
と
い
う
の
は
被
告
人
の
住
ん
で
い
た
地
域
で
使
わ
れ
て

い
た
む
さ
さ
び
の
俗
称
に
す
ぎ
ず
、
む
さ
さ
び
の
実
体
は
認
識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
包
摂
の
錯
誤
に
す
ぎ
ず
、
故
意
は
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

５
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 114.;

d
ers.,
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n
.
3),

8.
K
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R
.
M
oos

,
D
ie Irrtu

m
sp
ro
b
lem

a
tik im

 
F
in
a
n
zstra

frech
t,
in
:
R
.
L
eitn

er
(H
rsg

.),
A
k
tu
elles zu

m
 
F
in
a
n
zstra

frech
t,
1998,

101 ff.,

123 ff.
代
表
的
な
規
範
的
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
「
猥
褻
性
」
に
つ
い
て
、
最
大
判
昭
和
三
二
・
三
・
一
三
刑
集
一
一
・
九
九
七
﹇
チ
ャ
タ
レ
ー
事
件
﹈
は
、「
刑

法
一
七
五
条
の
罪
に
お
け
る
犯
意
の
成
立
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
る
記
載
の
存
在
の
認
識
と
こ
れ
を
頒
布
販
売
す
る
こ
と
の
認
識
が
あ
れ
ば
足
り
、
か
か
る

記
載
の
あ
る
文
書
が
同
条
所
定
の
猥
褻
性
を
具
備
す
る
か
ど
う
か
の
認
識
ま
で
必
要
と
し
て
い
る
も
の
で
な
い
。
か
り
に
主
観
的
に
は
刑
法
一
七
五
条
の
猥

褻
文
書
に
あ
た
ら
な
い
も
の
と
信
じ
て
あ
る
文
書
を
販
売
し
て
も
、
そ
れ
が
客
観
的
に
猥
褻
性
を
有
す
る
な
ら
ば
、
法
律
の
錯
誤
と
し
て
犯
意
を
阻
却
し
な

い
」
と
判
示
し
て
、
猥
褻
性
の
「
意
味
の
認
識
」
は
不
要
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
妥
当
で
な
い
。
参
照
、
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
総
論
）』〔
第
四
版
〕

二
〇
〇
八
年
・
一
八
二
頁
注
16
。

客
観
的
な
「
猥
褻
性
」、「
猥
褻
性
」
の
意
味
の
認
識
そ
し
て
「
猥
褻
性
」
の
違
法
性
の
認
識
が
問
題
と
な
っ
た
猥
褻
図
画
公
然
陳
列
罪
（
刑
法
一
七
五
条
）

の
事
案
に
、
東
京
高
判
昭
和
四
四
・
九
・
一
七
高
刑
集
二
二
・
四
・
五
九
五
﹇
黒
い
雪
事
件
﹈〔
映
画
倫
理
審
査
会
の
審
査
を
通
過
し
た
映
画
の
上
映
に
つ
い

て
、
第
一
審
は
「
猥
褻
」
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
無
罪
を
言
い
渡
し
た
の
に
対
し
て
、
控
訴
審
は
、
違
法
性
の
錯
誤
だ
が
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
し
て
無
罪

を
言
い
渡
し
た
〕「
本
件
映
画
の
上
映
が
客
観
的
に
は
同
法
条
に
定
め
る
猥
褻
性
を
具
備
す
る
図
画
と
解
す
べ
き
…
…
被
告
人
ら
は
、
い
ず
れ
も
問
題
と
な
る

場
面
の
存
在
を
認
識
し
、
こ
れ
を
上
映
（
陳
列
）
す
る
こ
と
の
認
識
を
有
し
て
い
た
…
…
か
ら
、
同
人
ら
に
刑
法
第
一
七
五
条
の
罪
の
犯
意
あ
り
と
す
る
に

十
分
の
ご
と
く
で
も
あ
る
、
し
か
し
、
前
記
判
例
（
最
大
判
昭
和
三
二
・
三
・
一
三
）
と
い
え
ど
も
、
被
告
人
ら
の
ご
と
き
映
画
の
上
映
者
に
お
い
て
、
該

映
画
の
上
映
が
同
条
所
定
の
猥
褻
性
を
具
備
し
な
い
も
の
と
信
ず
る
に
つ
き
、
い
か
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
一
切
に
つ
き
犯
意
を
阻
却
し

な
い
も
の
と
し
て
処
罰
す
る
趣
旨
と
は
解
し
が
た
い
…
…
本
件
映
画
は
…
…
映
倫
管
理
委
員
会
の
審
査
を
通
過
し
た
も
の
で
あ
り
…
…
映
画
倫
理
委
員
会
制

度
発
足
の
趣
旨
、
こ
れ
に
対
す
る
社
会
的
評
価
並
び
に
同
委
員
会
の
審
査
を
受
け
る
製
作
者
そ
の
他
の
上
映
関
係
者
の
心
情
等
、
前
叙
の
ご
と
き
諸
般
の
事

情
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
被
告
人
ら
に
お
い
て
、
本
件
映
画
の
上
映
も
ま
た
刑
法
上
の
猥
褻
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
律
上
許
容
さ
れ
た
も
の
と
信
ず

る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
…
…
被
告
人
ら
は
、
本
件
所
為
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
刑
法
第
一
七
五
条
の
罪
の
犯
意
を
欠
く
」。

規
範
的
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
財
物
の
「
他
人
性
」
に
つ
い
て
は
、
最
判
昭
和
二
六
・
八
・
一
七
刑
集
五
・
九
・
一
七
八
九
〔
警
察
規
則
を
誤
解
し
た
た

め
、
他
人
の
飼
い
犬
を
無
主
犬
と
誤
信
し
て
撲
殺
し
た
事
案
〕「
警
察
規
則
等
を
誤
解
し
た
結
果
鑑
札
を
つ
け
て
い
な
い
犬
は
た
と
い
他
人
の
飼
犬
で
あ
っ
て

も
直
ち
に
無
主
犬
と
看
做
さ
れ
る
も
の
と
誤
信
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
は
被
告
人
に
お
い
て
右
錯
誤
の
結
果
判
示
の
犬
が
他
人
所
有
に
属

す
る
事
実
に
つ
い
て
認
識
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
認
む
べ
き
場
合
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」。

職
務
行
為
の
「
適
法
性
」
に
つ
い
て
、
行
為
者
が
、
公
務
員
の
適
法
な
職
務
の
執
行
を
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
誤
信
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
暴
行
・
脅
迫
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を
加
え
た
場
合
が
問
題
と
な
る
が
、
判
例
は
、
職
務
行
為
の
適
法
性
の
錯
誤
を
法
律
の
錯
誤
と
解
し
て
い
る
（
大
判
昭
和
七
・
三
・
二
四
刑
集
一
一
・
二
九

六
〔
市
会
議
員
で
あ
る
被
告
人
が
、
市
会
議
長
の
議
事
進
行
を
違
法
と
考
え
、
議
事
を
進
行
し
よ
う
と
す
る
市
会
議
長
に
対
し
て
暴
行
を
加
え
た
事
案
〕）。

し
か
し
、
職
務
の
適
法
性
（
公
務
員
の
抽
象
的
・
具
体
的
職
務
権
限
に
属
す
る
こ
と
、
職
務
行
為
と
し
て
の
有
効
要
件
で
あ
る
法
律
上
の
重
要
な
条
件
・
方

式
を
履
践
し
て
い
る
こ
と
）
は
（
記
述
さ
れ
な
い
）
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
か
ら
、
適
法
性
を
基
礎
付
け
る
「
事
実
」
の
錯
誤
は
故
意
を
阻
却
す
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。

差
押
の
「
有
効
性
」
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
分
か
れ
て
い
る
。
大
決
大
正
一
五
・
二
・
二
二
刑
集
五
・
九
七
〔
被
告
人
は
、
甲
ら
と
連
帯
し
て
乙

に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
金
銭
債
務
の
不
履
行
の
た
め
、被
告
人
及
び
甲
所
有
の
物
件
に
仮
差
押
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
、本
件
に
つ
い
て
仲
裁
の
労
を
採
っ

て
い
る
丙
か
ら
乙
に
対
し
て
債
務
を
弁
済
し
た
か
ら
差
押
物
件
の
封
印
を
破
棄
し
て
も
よ
い
と
教
示
さ
れ
、
封
印
を
破
棄
し
た
と
い
う
事
案
〕「
民
事
訴
訟
法

其
ノ
他
ノ
公
法
ノ
解
釈
ヲ
誤
リ
被
告
人
カ
差
押
ノ
効
力
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
為
差
押
存
セ
ス
ト
錯
誤
シ
又
ハ
封
印
等
ヲ
損
壊
ス
ル
ノ
権
利
ア
リ
ト
誤
信
シ
タ
ル

場
合
ニ
於
テ
ハ
本
罪
ノ
犯
意
ヲ
阻
却
ス
ル
」。
最
判
昭
和
三
二
・
一
〇
・
三
刑
集
一
一
・
一
〇
・
二
四
一
三
〔
裁
判
所
執
行
吏
で
あ
る
被
告
人
が
、
甲
方
に
同

人
の
動
産
の
差
押
に
訪
れ
た
際
、
既
に
市
収
税
吏
に
よ
り
滞
納
処
分
と
し
て
適
法
に
為
さ
れ
て
い
た
差
押
を
、
国
税
徴
収
法
に
違
反
す
る
の
で
無
効
と
誤
信

し
、
差
押
の
標
示
で
あ
る
封
印
を
破
棄
し
た
と
い
う
事
案
〕「
刑
法
九
六
条
の
公
務
員
の
施
し
た
差
押
の
標
示
を
損
壊
す
る
故
意
あ
り
と
す
る
に
は
、
差
押
の

標
示
が
公
務
員
の
施
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
を
損
壊
す
る
こ
と
の
認
識
あ
る
を
以
て
足
り
る
…
…
収
税
吏
員
に
よ
っ
て
法
律
上
有
効
に
な
さ
れ

た
本
件
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
の
標
示
を
仮
り
に
被
告
人
が
法
律
上
無
効
で
あ
る
と
誤
信
し
て
こ
れ
を
損
壊
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
法
律
の
錯

誤
で
あ
っ
て
…
…
差
押
の
標
示
を
損
壊
す
る
認
識
を
欠
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
多
言
を
要
し
な
い
」。
前
者
の
判
例
は
、
差
押
の
有
効
性
を

基
礎
付
け
る
前
提
事
実
（
法
律
的
事
実
）
の
錯
誤
が
差
押
の
有
効
性
の
認
識
に
繫
が
っ
た
と
し
て
故
意
を
阻
却
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
後

者
の
判
例
も
同
様
に
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
判
例
は
そ
も
そ
も
「
有
効
性
」
の
認
識
を
不
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

行
政
犯
・
法
定
犯
で
は
、
規
範
的
構
成
要
件
で
あ
る
「
無
許
可
」
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
（
最
判
平
成
一
・
七
・
一
八
刑
集
四
三
・
七
・
七
五
二
）〔
会

社
代
表
者
で
あ
る
被
告
人
が
、
実
父
の
公
衆
浴
場
営
業
を
会
社
に
お
い
て
引
き
継
い
で
営
業
中
、
本
件
浴
場
に
つ
き
被
告
会
社
名
義
の
営
業
許
可
を
得
た
い

旨
を
甲
県
議
を
通
じ
て
県
衛
生
部
に
陳
情
し
、
県
係
官
の
教
示
を
受
け
て
、
当
初
の
営
業
許
可
申
請
者
を
実
父
か
ら
会
社
に
変
更
す
る
旨
の
公
衆
浴
場
営
業

許
可
申
請
事
項
変
更
届
を
県
知
事
宛
に
提
出
し
た
が
、
受
理
前
か
ら
県
が
こ
れ
を
受
理
す
る
方
針
で
あ
る
旨
を
聞
い
て
お
り
、
受
理
後
直
ち
に
そ
の
こ
と
を

甲
県
議
を
通
じ
て
連
絡
さ
れ
た
の
で
、
被
告
会
社
に
対
す
る
営
業
許
可
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
営
業
を
続
け
て
い
た
と
い
う
事
案
〕に
お
い
て
、「
被
告
人
に

は
『
無
許
可
』
営
業
の
故
意
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
被
告
人
及
び
被
告
会
社
に
つ
き
、
公
衆
浴
場
法
の
無
許
可
営
業
罪
は
成
立
し
な
い
」
と
判
示

し
た
。
そ
の
他
、
下
級
審
判
例
に
、
東
京
高
判
昭
和
三
〇
・
四
・
一
八
高
刑
集
八
・
三
・
三
二
五
〔
追
い
越
し
禁
止
の
認
識
が
必
要
〕、
東
京
高
判
昭
和
三
五
・
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五
・
二
四
高
刑
集
一
三
・
四
・
三
三
五
〔
狩
猟
禁
止
区
域
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
必
要
〕
が
あ
る
。
参
照
、
中
山
研
一
『
概
説
刑
法
』〔
第
二
版
〕
二
〇
〇
〇

年
・
一
八
四
頁
以
下
。

７
）

M
oos

,
(F
n
.
6),

105,
129.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 115.;

d
ers.,

(F
n
.
3),

8.
K
a
p R

n 53.

８
）

M
oos

,
(F
n
.
6),

116 f.

９
）

M
oos

,
(F
n
.
6),

116.

10
）

M
oos

,
(F
n
.
6),

118.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 117.;

d
ers.,

(F
n
.
3),

8.
K
a
p R

n 54.

11
）

R
.
M
oos

,
A
m
a
lie u

n
d
 
d
er K

ra
u
terlik

o
r,
in
:
D
.
K
ien
apfel

(H
rsg

.),
F
a
lle
 
u
n
d
 
L
o
su
n
g
en
 
zu
m
 
S
tra
frech

t,
1982,

38
 
ff.,

45.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
3),

S
tra
frech

t 8.
K
a
p R

n 60.

12
）

西
田
典
之
『
刑
法
総
論
』
二
〇
〇
六
年
・
二
〇
五
頁
。

13
）

R
.
M
oos

,
W
ien
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
2.
A
u
fl.,

2002,
75 R

n 18.;
d
ers.,

(F
n
.
6),

119.

こ
れ
に
た
い
し
て
、
キ
ー
ナ
ッ
ペ
ル
／
ヘ
ッ
ペ
ル
（K

ien
apfel /H

opfel,
S
tra
frech

t.
A
T
.,
12.

A
u
fl.,

2007,
Z 16 R

n 14

）
は
、「
人
」
と
い
う
法

益
の
同
種
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
的
に
重
要
な
錯
誤
の
存
在
を
否
定
す
る
。

14
）

M
oos

,
(F
n
.
11),

45.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 125.

15
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
3),

8.
K
a
p R

n 60.

16
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
3),

8.
K
a
p R

n 63.

17
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
3),

8.
K
a
p R

n 61.

18
）

学
説
は
諸
説
に
分
か
れ
る
。
①
構
成
要
件
的
符
号
説
。
構
成
要
件
の
「
重
な
り
合
い
」
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
る
。
構
成
要
件
的
重
な
り
合

い
を
加
重
・
減
軽
事
由
の
関
係
に
あ
る
場
合
に
限
定
す
る
見
解
（
香
川
達
夫
『
刑
法
講
義
総
論
』〔
第
三
版
〕
一
九
九
五
年
・
二
四
四
頁
以
下
、
浅
田
和
茂
『
刑

法
総
論
』
二
〇
〇
五
年
・
三
二
三
頁
。
大
判
明
治
四
三
・
四
・
二
八
刑
録
一
六
・
七
六
〇
〔
被
害
者
の
戯
言
に
よ
る
殺
害
の
嘱
託
を
真
の
嘱
託
と
信
じ
て
殺

そ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
嘱
託
殺
人
未
遂
罪
が
成
立
〕。
大
阪
高
判
昭
和
三
〇
・
一
二
・
一
裁
特
二
・
二
二
・
一
一
九
六
〔
養
親
で
且
つ
妻
の
実
母
で
あ
る
被

害
者
を
殺
害
し
た
が
、
犯
行
当
時
、
既
に
離
縁
届
け
及
び
離
婚
届
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
誤
信
し
て
い
た
の
で
、
被
害
者
が
自
己
又
は
配
偶
者
の
直
系
尊

属
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
場
合
、
普
通
殺
人
が
成
立
〕）と
、
罪
名
に
共
通
性
が
無
く
て
も
、
構
成
要
件
間
に
大
小
の
包
摂
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
も
広
げ
る
見
解
（
團
藤
（
注
４
）
二
七
七
頁
、
二
九
九
頁
、
四
二
六
頁
以
下
。
大
判
大
正
九
・
三
・
一
九
刑
録
二
六
・
二
一
一
〔
他
人
の
占
有
す
る
衣

類
中
の
合
羽
包
み
罪
を
遺
失
物
と
誤
信
し
て
領
得
し
た
場
合
に
は
、
占
有
離
脱
物
横
領
罪
が
成
立
〕。
東
京
高
判
昭
和
三
五
・
七
・
一
五
下
刑
集
二
・
七＝

八
・

北研46(4・ )24 708

論 説



九
八
九
〔
他
人
の
占
有
す
る
カ
メ
ラ
を
遺
失
物
と
誤
信
し
て
持
ち
去
っ
た
場
合
に
は
、
占
有
離
脱
物
横
領
罪
が
成
立
〕）
が
あ
る
。

②
実
質
的
符
号
説
。
構
成
要
件
的
重
な
り
合
い
と
い
う
枠
を
維
持
し
な
が
ら
、
よ
り
実
質
的
に
考
察
し
て
、「
あ
る
構
成
要
件
と
他
の
構
成
要
件
と
の
間
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
法
益
の
共
通
性
お
よ
び
構
成
要
件
的
行
為
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
両
者
の
重
な
り
合
い
を
認
め
る
」
見
解
（
大
塚
（
注
４
）

一
九
七
頁
、
一
九
八
頁
注
21
。
公
文
書
偽
造
罪
と
虚
偽
公
文
書
作
成
罪
、
麻
薬
輸
入
と
覚
せ
い
剤
輸
入
、
麻
薬
所
持
と
覚
せ
い
剤
所
持
と
の
符
号
を
認
め
る
）、

あ
る
い
は
、「
構
成
要
件
の
内
包
的
包
括
性
ま
た
は
外
延
的
包
摂
性
」
を
規
準
と
す
る
見
解
（
平
野
（
注
４
）
一
七
八
頁
以
下
）、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
包
的

包
括
性
と
は
、
一
つ
の
構
成
要
件
が
内
包
的
に
他
の
構
成
要
件
を
含
ん
で
い
る
場
合
で
あ
り
、
殺
人
と
同
意
殺
人
、
殺
人
と
傷
害
、
窃
盗
と
占
有
離
脱
物
横

領
等
が
こ
れ
に
当
た
り
、
外
延
的
包
摂
性
に
は
、
同
じ
構
成
要
件
の
中
に
択
一
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
立
法
技
術
上
、
別
個
の
条
文
に
書
き
分
け

ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
あ
る
。
前
者
に
は
、「
印
章
」
使
用
の
公
文
書
偽
造
と
「
署
名
」
使
用
の
公
文
書
偽
造
、
同
意
殺
人
と
自
殺
幇
助
、
一
項
詐

欺
と
二
項
詐
欺
等
が
当
た
り
、
後
者
に
は
、
公
文
書
有
形
偽
造
と
公
文
書
無
形
偽
造
、
麻
薬
所
持
と
覚
せ
い
剤
所
持
が
当
た
る
。
最
判
昭
和
二
三
・
一
〇
・

二
三
刑
集
二
・
一
一
・
一
三
八
六
〔
虚
偽
公
文
書
作
成
罪
の
教
唆
を
す
る
こ
と
を
共
謀
し
た
者
の
一
人
が
、
他
の
共
謀
者
に
謀
る
こ
と
な
く
、
公
文
書
偽
造

罪
の
教
唆
に
よ
っ
て
当
初
の
目
的
を
達
し
た
場
合
に
は
、
罪
質
も
同
じ
く
、
法
定
刑
も
同
じ
で
、
他
の
共
謀
者
に
も
、
公
文
書
偽
造
罪
の
教
唆
の
故
意
が
認

め
ら
れ
る
〕。
参
照
、
内
藤
（
注
４
）
九
八
一
頁
、
川
端
博
『
刑
法
総
論
講
義
』〔
第
二
版
〕
二
〇
〇
六
年
・
二
五
九
頁
。

本
説
は
、
法
益
の
異
な
る
有
形
偽
造
と
無
形
偽
造
と
の
符
号
を
認
め
た
り
、
別
個
の
法
律
に
規
定
さ
れ
た
別
個
の
麻
薬
所
持
と
覚
せ
い
剤
所
持
と
の
符
号

を
認
め
た
り
す
る
点
で
、
構
成
要
件
的
符
号
を
逸
脱
し
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
。

③
不
法
・
責
任
符
号
説
。
故
意
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
構
成
要
件
的
事
実
の
認
識
が
な
く
て
も
、
構
成
要
件
の
内
容
を
な
す
不
法
・
責
任
の
認
識
が
あ

れ
ば
足
り
る
の
で
、
認
識
し
た
事
実
と
発
生
し
た
事
実
と
が
構
成
要
件
的
に
符
合
し
て
い
な
く
て
も
、
構
成
要
件
の
不
法
や
責
任
の
内
容
に
お
い
て
符
号
が

認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
故
意
犯
を
認
め
る
見
解
（
町
野
朔
「
法
定
的
符
号
に
つ
い
て
（
下
）」
警
察
研
究
五
四
・
五
（
一
九
八
三
年
）
三
頁
以
下
）。
こ
の
見

解
に
よ
れ
ば
、
故
意
の
認
識
対
象
は
構
成
要
件
的
事
実
で
は
な
く
、
不
法
や
責
任
で
あ
る
。
殺
人
罪
と
器
物
損
壊
罪
の
間
で
は
不
法
と
責
任
の
内
容
に
お
い

て
符
合
せ
ず
、
窃
盗
罪
と
器
物
損
壊
罪
の
間
で
は
不
法
の
点
で
は
符
合
す
る
が
、
責
任
の
点
で
は
符
合
し
な
い
。

本
説
は
、
故
意
の
成
立
に
は
構
成
要
件
該
当
事
実
の
認
識
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
不
法
・
責
任
の
認
識
も
可
能
と
な
る
は
ず
な
の

に
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
直
接
的
に
不
法
・
責
任
の
認
識
を
要
求
し
て
い
る
が
、
そ
う
な
る
と
、
認
識
の
対
象
が
不
明
確
且
つ
任
意
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
点
に
基
本
的
問
題
が
あ
る
。

④
罪
質
符
号
説
。
構
成
要
件
的
重
な
り
合
い
の
枠
を
は
ず
し
、
罪
質
同
一
（
一
般
人
が
二
つ
の
犯
罪
を
ほ
ぼ
同
意
義
に
考
え
る
）
の
範
囲
内
で
故
意
の
成

立
を
認
め
る
。
こ
こ
に
罪
質
同
一
は
法
的
概
念
と
し
て
の
「
法
益
」
の
符
号
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
か
ら
、
死
体
遺
棄
と
単
純
遺
棄
と
の
間
に
も
符
号
を
認
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め
る
（
西
原
春
夫
（
注
４
）
一
九
八
頁
以
下
）。

本
説
は
、
死
体
遺
棄
罪
の
故
意
で
保
護
責
任
者
遺
棄
罪
を
実
現
し
た
場
合
、「
日
常
生
活
の
実
態
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
生
き
て
い
る
の
か
死
ん
で
い

る
の
か
明
ら
か
な
状
態
で
な
い
人
を
捨
て
る
と
い
う
意
思
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
段
階
に
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
死
体
に
も
生
体
に
も
共
通
し
う
る
」（
一
九
九

頁
）
と
論
じ
て
、
前
者
の
故
意
犯
の
成
立
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
死
者
に
対
す
る
敬
虔
感
情
を
保
護
す
る
罪
と
生
命
に
対
す
る
危
険
を
保
護
す
る
犯
罪
で

は
法
益
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
罪
質
は
同
一
と
す
る
が
、
そ
の
「
罪
質
同
一
性
」
規
準
が
明
ら
か
で
な
い
し
、
そ
も
そ
も
法
は
「
死
者
」
と
「
人
」
は
そ
の

性
質
を
異
に
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
無
視
す
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

井
田
良
『
刑
法
総
論
の
理
論
構
造
』
二
〇
〇
五
年
・
一
〇
九
頁
も
「
裁
判
規
範
と
し
て
の
構
成
要
件
の
符
号
で
は
な
く
、
行
為
規
範
違
反
が
認
め
ら
れ
る

た
め
の
素
人
的
認
識
内
容
の
重
な
り
合
い
を
問
題
と
す
る
べ
き
で
、「
素
人
的
認
識
に
も
と
づ
く
Ａ
罪
の
実
現
意
思
が
Ｂ
罪
実
現
の
意
思
と
重
な
り
合
い
、
Ａ

罪
の
実
現
意
思
に
担
わ
れ
た
Ｂ
罪
の
事
実
の
実
現
が
、
Ｂ
罪
の
行
為
規
範
を
侵
害
す
る
と
い
い
得
る
限
り
に
お
い
て
、
故
意
は
肯
定
さ
れ
る
」（
自
説
を
規
範

的
符
号
説
と
呼
ぶ
）
と
し
て
、
死
体
の
つ
も
り
で
遺
棄
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
生
き
て
い
た
と
い
う
上
記
の
例
に
つ
き
、
生
体
と
死
体
は
い
ず
れ
も

「
人
体
」
に
包
括
さ
れ
、
具
体
的
な
行
為
事
情
に
即
し
た
意
味
の
認
識
の
レ
ベ
ル
で
は
「
生
き
て
い
る
か
死
ん
で
い
る
か
明
ら
か
で
な
い
人
」
と
い
う
上
位
概

念
を
想
定
し
、
そ
う
い
う
状
態
の
人
を
人
を
遺
棄
す
る
な
と
い
う
行
為
規
範
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
だ
と
論
ず
る
。
本
説
は
、
刑
罰
法
規
は
裁
判
規
範
で
あ

り
、
そ
れ
を
「
翻
訳
」
し
た
も
の
が
行
為
規
範
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
立
す
る
が
、
こ
の
基
本
的
前
提
そ
の
も
に
問
題
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
保
護
法
益
と

は
関
係
な
く
行
為
規
範
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
問
題
が
あ
る
。
行
為
規
範
の
機
能
は
法
益
保
護
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
為
規
範
と
保
護
法
益
を
分

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

⑤
抽
象
的
符
号
説
。
故
意
が
構
成
要
件
の
制
約
を
離
れ
て
、
抽
象
的
に
符
合
し
て
お
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
か
ら
出
立
し
て
、
他
人
の
犬
を
殺
そ
う
と
し

て
、
誤
っ
て
人
を
殺
し
た
と
き
は
、
行
為
者
の
表
象
し
た
軽
い
器
物
損
壊
既
遂
罪
の
故
意
犯
、
発
生
し
た
重
い
結
果
に
つ
い
て
は
過
失
犯
が
成
立
す
る
（
観

念
的
競
合
）、
逆
に
、
人
を
殺
そ
う
と
し
て
誤
っ
て
他
人
の
犬
を
殺
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
器
物
損
壊
既
遂
罪
の
故
意
犯
と
殺
人
の
未
遂
又
は
不
能
犯
が
成

立
し
、
こ
れ
ら
を
合
一
し
て
重
き
に
し
た
が
っ
て
処
断
す
る
、
つ
ま
り
、
殺
人
罪
の
未
遂
と
し
て
処
断
す
べ
き
と
す
る
見
解
（
牧
野
英
一
『
刑
法
総
論
下
巻
』

〔
全
訂
版
〕
一
九
五
九
年
・
五
七
四
頁
以
下
）
が
あ
る
。
本
説
は
、「
行
為
者
刑
法
」
的
立
場
か
ら
出
立
し
、
故
意
を
極
端
に
抽
象
化
し
て
犯
罪
行
為
一
般
を

行
な
う
意
思
と
捉
え
る
と
こ
ろ
に
原
則
的
問
題
が
あ
る
。

19
）

山
口
厚
「
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
」
刑
法
雑
誌
三
四
・
三
（
一
九
九
五
年
）
六
一
頁
以
下
は
、
麻
薬
と
覚
せ
い
剤
に
ま
た
が
る
錯
誤
の
場
合
、（
通
常
）
薬
物

犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
し
、
麻
薬
と
覚
せ
い
剤
と
の
間
の
錯
誤
は
具
体
的
事
実
の
錯
誤
で
あ
り
、
そ
の
事
実
の
認
識
が
あ
れ
ば
故
意
は
阻
却
さ
れ
な
い
と
論

ず
る
が
、
二
つ
の
犯
罪
に
ま
た
が
る
構
成
要
件
な
る
も
の
は
存
在
し
得
な
い
。
林
幹
人
『
刑
法
総
論
』〔
第
二
版
〕
二
〇
〇
八
年
・
二
六
五
頁
以
下
は
、
法
益
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符
号
説
（
法
益
の
侵
害
・
危
険
で
両
構
成
要
件
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
き
に
符
号
を
認
め
る
）
の
立
場
か
ら
、
覚
せ
い
剤
所
持
の
故
意
で
一
般
麻
薬
所
持

が
実
現
し
た
と
き
、
一
般
麻
薬
所
持
罪
の
構
成
要
件
と
覚
せ
い
剤
所
持
罪
の
故
意
と
で
構
成
さ
れ
る
犯
罪
類
型
の
成
立
が
認
め
ら
れ
、
反
対
に
、
一
般
麻
薬

所
持
の
故
意
で
覚
せ
い
剤
所
持
が
実
現
し
た
と
き
、
覚
せ
い
剤
所
持
と
い
う
構
成
要
件
と
一
般
麻
薬
所
持
の
故
意
と
で
構
成
さ
れ
る
犯
罪
類
型
の
成
立
が
認

め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
論
ず
る
が
、
こ
れ
は
二
つ
の
構
成
要
件
を
合
成
し
て
超
実
定
的
構
成
要
件
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
意
味
し
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
。

参
照
、
松
宮
孝
明
『
刑
法
総
論
講
義
』〔
第
四
版
〕
二
〇
〇
九
年
・
一
九
一
頁
以
下
、
中
山
研
一
『
口
述
刑
法
総
論
』〔
新
版
〕
二
〇
〇
三
年
・
二
一
六
頁
。

20
）

M
oos

,
(F
n
.
6),

121.

21
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 151.

大
塚
仁
『
刑
法
の
焦
点

』
一
九
八
四
年
・
四
三
頁
以
下
は
、
人
を
殺
そ
う
と
思
っ
て
拳
銃
で
撃
っ
て
重
傷
を
負
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
は
病
院
に
運

ば
れ
る
途
中
で
交
通
事
故
に
あ
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
、
こ
の
よ
う
な
搬
送
中
に
交
通
事
故
に
あ
う
こ
と
が
社
会
生
活
の
経
験
上
、
稀
有
の
状
況
の
下

で
生
じ
た
、
つ
ま
り
、
因
果
関
係
の
錯
誤
が
相
当
因
果
関
係
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
異
常
な
状
況
に
あ
る
と
き
、
行
為
者
に
は
故
意
が
阻
却
さ
れ
、
過
失
犯
が

成
立
す
る
と
論
じ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
後
、
福
田
平
・
大
塚
仁
『
対
談
刑
法
総
論
（
中
）』
一
九
八
六
年
・
一
四
六
頁
に
お
い
て
、「
因
果
関
係
の
錯

誤
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
成
要
件
的
故
意
が
欠
け
て
も
、
行
為
者
が
結
果
の
発
生
の
危
険
性
を
含
ん
だ
実
行
行
為
を
行
う
こ
と
を
認
識
・

認
容
し
て
実
行
行
為
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
当
該
犯
罪
の
未
遂
犯
を
み
と
め
る
こ
と
に
は
格
別
支
障
は
な
い
」と
論
ず
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
故
意
を「
未

遂
の
故
意
」
と
既
遂
の
故
意
に
分
断
し
て
、
異
常
な
因
果
経
過
の
場
合
に
未
遂
の
故
意
を
認
め
る
と
い
う
の
は
適
切
で
な
い
。
故
意
と
い
う
の
は
常
に
結
果

発
生
に
及
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
結
果
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
き
は
未
遂
に
と
ど
ま
る
が
、
し
か
し
、
故
意
が
、
因
果
関
係
が
異
常
で

あ
っ
て
も
事
後
的
に
部
分
的
に
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
参
照
、
山
中
敬
一
『
刑
法
総
論
』〔
第
二
版
〕
二
〇
〇
八
年
・
三
四
七
頁
。

殺
意
を
も
っ
て
拳
銃
を
発
射
し
負
傷
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
病
院
に
運
ば
れ
る
途
中
で
交
通
事
故
に
あ
い
死
亡
し
た
と
か
、
入
院
先
の
火
災
に
よ
り
焼
死
し
た

と
い
う
因
果
関
係
の
錯
誤
の
場
合
、
条
件
説
か
ら
出
立
す
る
岡
野
光
雄
『
刑
法
に
お
け
る
因
果
関
係
の
理
論
』
一
九
七
七
年
・
二
一
五
頁
以
下
も
、
実
行
行

為
時
に
お
け
る
故
意
は
発
生
し
た
結
果
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
と
論
ず
る
が
、
こ
の
こ
と
は
故
意
の
対
象
と
し
て
の
因
果
関
係
を
あ
ら
か
じ
め
相
当
因
果
関

係
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
参
照
、
内
藤
謙
『
刑
法
講
義
総
論
（
上
）』
一
九
八
三
年
・
二
六
五
頁
。

22
）

M
oos

,
(F
n
.
6),

121.

23
）

大
判
大
正
一
二
年
四
月
三
〇
日
刑
集
二
巻
三
七
八
頁
〔
殺
害
の
目
的
で
絞
扼
し
た
被
害
者
が
身
動
き
を
し
な
く
な
っ
た
の
で
、
死
亡
し
た
と
誤
信
し
、
犯

跡
湮
滅
の
た
め
被
害
者
を
海
岸
砂
上
に
運
び
放
置
し
た
と
こ
ろ
、
同
人
は
砂
末
を
吸
収
し
て
窒
息
死
し
た
と
い
う
事
案
。
殺
人
既
遂
罪
成
立
〕「
社
会
生
活
上

ノ
普
通
観
念
ニ
照
シ
…
…
原
因
結
果
ノ
関
係
ア
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
ル
ヲ
正
当
ト
ス
ヘ
ク
被
告
ノ
誤
認
ニ
因
リ
死
体
遺
棄
ノ
目
的
ニ
出
テ
タ
ル
行
為
ハ
毫
モ
前
記
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ノ
因
果
関
係
ヲ
遮
断
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
…
…
殺
人
未
遂
罪
ト
過
失
致
死
罪
ノ
並
存
ヲ
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
」。

24
）

v.
W
eber

,
Ü
b
er d

ie v
ersch

ied
en
en A

rten d
es D

o
lu
s,
N
eu
es A

rch
iv d

es C
rim

in
a
lrech

ts,
B
d
.
7,
1825,

549 ff.

25
）

T
h
.
R
ittler

,
L
eh
rb
u
ch
 
d
es o

sterreich
isch

en
 
S
tra
frech

ts,
B
d
.
I,
2.
A
u
fl.,

1954,
202.;

F
.
N
ow
akow

ski,
D
ie
 
o
sterreich

isch
e

 
S
tra
frech

t in sein
en G

ru
n
d
zu
g
en
,
1955,

75.

内
田
文
昭
『
刑
法
概
要
上
巻
』
一
九
九
五
年
・
二
三
九
頁
「
被
害
者
を
絞
殺
し
え
た
と
誤
信
し
た
行
為

者
が
、
犯
罪
湮
滅
の
た
め
に
死
体
（
実
は
仮
死
状
態
）
を
砂
地
に
埋
め
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
は
窒
息
死
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、
第
一
行
為
（
絞
殺
行

為
）
と
第
二
行
為
（
遺
棄
行
為
）
を
『
概
括
』
し
て
、
一
個
の
『
殺
人
既
遂
』
を
基
礎
づ
け
る
『
故
意
』
と
し
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
大
谷
實
『
刑

法
総
論
』〔
第
三
版
〕
二
〇
〇
六
年
・
九
三
頁
。

概
括
的
故
意
の
事
例
を
故
意
の
問
題
と
し
て
扱
い
、
故
意
の
殺
人
既
遂
の
成
立
を
肯
定
す
る
学
説
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
見
解
も
主
張
さ
れ
る
。H

.

W
elzel,

D
a
s d
eu
tsch

e S
tra
frech

t,
11.

A
u
fl.,

1969,
74

〔
行
為
者
が
被
害
者
を
殺
し
て
か
ら
「
死
体
」
を
隠
そ
う
と
い
う
意
思
を
被
害
者
を
殺
そ
う

と
す
る
行
為
の
前
に
す
で
に
も
っ
て
い
た
場
合
に
は
、「
死
体
」湮
滅
行
為
は
全
体
行
為
に
包
含
さ
れ
た
部
分
行
為
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
故
意
の
殺
人
既
遂
一

罪
。
被
害
者
を
「
殺
し
た
」
後
で
は
じ
め
て
「
死
体
」
を
隠
そ
う
と
す
る
意
思
が
生
じ
た
場
合
は
、
故
意
の
殺
人
未
遂
と
過
失
致
死
の
併
合
罪
が
成
立
す
る
〕。

S
.
S
eiler

,
D
er
” d
o
lu
s g
en
era

lis“
in L

eh
re u

n
d R

ech
tsp
rech

u
n
g
,
Ö
JZ 1994,

85 ff.

〔
行
為
の
基
礎
に
唯
一
の
意
思
決
定
だ
け
が
あ
る
と
き
、
行

為
者
が
全
体
の
や
り
方
を
単
一
の
も
の
と
し
て
計
画
し
た
と
云
え
、
行
為
の
単
一
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
だ
け
、
全
体
の
経
路
に
重
大
な
ず
れ
が

あ
っ
た
と
は
云
え
ず
、
因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤
の
特
殊
例
と
云
っ
て
よ
い
〕。
同
旨
、
内
藤
（
注
４
）
九
六
三
頁
、
井
田
（
注
18
）
一
八
五
頁
、
高
橋
則
夫

『
刑
法
総
論
』
二
〇
一
〇
年
・
一
七
九
頁
。
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
説
、
ザ
イ
ラ
ー
説
に
は
、
故
意
を
犯
行
計
画
で
置
き
換
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
ば
か
り

か
、
犯
跡
隠
滅
行
為
を
含
め
た
包
括
的
行
為
が
あ
っ
た
か
否
か
で
区
別
す
る
と
い
う
の
で
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
。V

g
l.
S
tein

in
-

ger
,
(F
n
.
1),

5 R
n 145.

C
.
R
oxin

,
S
tra
frech

t.
A
T
 
I,
4.
A
u
fl.,

2006,
12 R

n 177
〔
行
為
者
が
第
一
の
行
為
を
す
る
と
き
に
、
結
果
を
発
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
目
的
的
故

意
を
も
っ
て
い
た
と
き
は
、
因
果
関
係
の
ず
れ
が
あ
っ
て
も
、
行
為
者
計
画
の
範
囲
内
に
あ
り
、
故
意
の
既
遂
罪
だ
が
、
行
為
者
が
目
的
的
故
意
を
も
っ
て

い
な
か
っ
た
と
き
、
普
通
は
、
結
果
に
つ
い
て
の
未
必
の
故
意
を
も
っ
て
い
る
だ
け
の
と
き
、
因
果
関
係
の
ず
れ
は
犯
行
計
画
の
範
囲
外
に
あ
り
、
故
意
の

未
遂
罪
〕。
こ
の
見
解
は
、
故
意
を
犯
行
計
画
と
同
一
に
扱
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
第
一
の
行
為
は
、
結
果
の
発
生
に
如
何
な
る
故
意
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

引
き
続
い
て
行
な
わ
れ
る
第
二
の
証
拠
湮
滅
故
意
行
為
の
為
さ
れ
る
危
険
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

G
.
Jakobs

,
S
tra
frech

t.
A
T
,
2.
A
u
fl.,

1991,
8.
A
b
sch

n R
n 78

〔
行
為
者
の
予
見
し
た
危
険
が
第
二
の
行
為
で
実
現
さ
れ
た
と
き
は
故
意
の
既
遂
、

そ
う
で
な
い
と
き
は
故
意
の
未
遂
。
例
え
ば
、
行
為
者
が
被
害
者
を
刃
物
で
突
き
刺
し
、
出
血
多
量
で
「
死
ん
だ
」
被
害
者
を
材
木
の
山
の
下
に
隠
し
た
と
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こ
ろ
、
血
管
が
止
め
ら
れ
、
失
血
で
は
な
く
、
臓
器
不
全
で
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
、
行
為
者
の
予
見
し
た
危
険
が
第
二
の
行
為
で
実
現
さ
れ
た
の
で
、
故

意
の
殺
人
既
遂
が
成
立
す
る
が
、
行
為
者
が
被
害
者
を
刃
物
で
突
き
刺
し
、
死
ん
だ
と
思
っ
た
被
害
者
を
川
に
転
落
さ
せ
、
実
際
に
は
溺
死
し
た
と
い
う
場

合
は
、
故
意
の
殺
人
未
遂
が
成
立
〕。M

.
S
an
cin
etti,

” D
o
lu
s g
en
era

lis“
u
n
d
” stra

frech
tlich

es G
lu
ck
“,
in
:
R
o
x
in
-F
estsch

rift,
2001 349 ff.

〔
殺
害
し
た
と
誤
信
し
て
被
害
者
を
埋
め
た
り
、
川
に
投
げ
捨
て
た
り
、
焼
却
し
た
り
、
つ
る
し
首
に
し
た
り
す
る
場
合
、
死
の
結
果
は
第
一
行
為
の
危
険
の

実
現
で
な
く
、
第
二
行
為
の
実
現
で
あ
る
か
ら
、
第
二
行
為
に
つ
い
て
は
過
失
致
死
罪
し
か
成
立
し
な
い
〕。
し
か
し
、
第
一
行
為
時
に
故
意
が
あ
り
、
し
か

も
そ
の
許
さ
れ
な
い
行
為
に
第
二
の
許
さ
れ
な
い
行
為
の
危
険
性
も
含
ま
れ
て
い
る
と
き
、
結
果
の
帰
属
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。V

g
l.
R
oxin

,
(F
n
.

25),
12 R

n 179.

26
）

マ
オ
ラ
ッ
ハ
／
チ
ッ
プ
は
、「
概
念
上
、
第
二
の
行
為
に
関
係
す
る
故
意
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
（
死
者
を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
）。
す
な
わ
ち
、

こ
の
場
合
、
既
に
消
え
た
故
意
が
措
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」と
し
て
、
殺
人
未
遂
と
過
失
致
死
の
成
立
を
肯
定
す
る
。R.

M
au
rach

,
H
.
Z
ipf

,S
tra
frech

t.

A
T
 
T
b
.1,
6.
A
u
fl.,

1983,
23 R

n 35.

フ
ッ
ク
ス
は
、「
行
為
者
の
故
意
か
ら
す
る
と
殺
人
行
為
で
あ
る
べ
き
行
為
と
発
生
し
た
結
果
の
間
に
危
険
連
関

が
存
在
し
な
い
、
つ
ま
り
、
他
人
の
頭
を
殴
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
行
為
者
は
被
害
者
が
死
ん
だ
も
の
と
考
え
、「
死
体
」を
始
末
す
る
際
に
殺
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
と
い
う
理
由
か
ら
で
な
い
」
と
し
て
、
殺
人
未
遂
と
過
失
致
死
の
成
立
を
肯
定
す
る
。H

.
F
u
ch
s
,
Ö
sterreich

isch
es

 
S
tra
frech

t.
A
T
,
7.
A
u
fl.,

2008,
14.

K
a
p R

n 33.

香
川
達
夫
『
刑
法
講
義
（
総
論
）』
一
九
八
〇
年
・
二
三
一
頁
〔
殺
意
と
「
死
体
」
遺
棄
の
二
個
の

認
識
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
前
者
の
故
意
に
基
づ
く
一
連
の
経
過
と
し
て
、
当
然
に
後
者
に
ま
で
及
び
う
る
か
は
疑
問
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
死
亡
し
た
と
思
っ

た
と
こ
ろ
ま
で
を
殺
人
未
遂
、
砂
末
吸
食
に
よ
る
死
亡
に
つ
い
て
は
過
失
致
死
。
両
罪
は
併
合
罪
〕。
林
幹
人
『
刑
法
総
論
』〔
第
二
版
〕
二
〇
〇
八
年
・
一

三
一
頁〔
後
の
行
為
が
相
当
性
の
範
囲
内
に
あ
る
限
り
、
前
の
行
為
に
つ
い
て
殺
人
既
遂
罪
が
成
立
し
、
後
の
過
失
致
死
罪
が
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
る
〕、
岡
野

光
雄
『
刑
法
に
お
け
る
因
果
関
係
の
理
論
』
一
九
七
七
年
・
二
三
五
頁
。

こ
れ
ら
の
説
は
、
故
意
は
行
為
時
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
の
行
為
時
に
は
殺
人
の
故
意
が
欠
如
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

故
意
は
事
象
全
体
を
通
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
行
為
者
が
因
果
経
路
を
手
放
す
瞬
間
に
あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
第
一

の
行
為
時
に
殺
人
の
故
意
が
あ
れ
ば
足
り
、
ど
う
い
う
因
果
経
路
を
経
て
結
果
が
発
生
す
る
か
は
客
観
的
帰
属
の
問
題
で
あ
る
。

27
）

M
oos

,
(F
n
.
11),

50 F
N
 
34.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 147.;

O
.
T
riffterer

,
Ö
sterreich

sch
es S

tra
frech

t,
A
T
.,
2.
A
u
fl.,

1994,
9.
K
a
p

 
R
n 96.

ノ
ヴ
ァ
コ
フ
ス
キ
ー
（F

.
N
ow
akow

ski,
W
ien
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
1984,

5 R
n 26

）
は
、
行
為
者
が
射
殺
し
た
と
思
っ

た
が
実
際
に
は
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
被
害
者
を
近
く
の
川
に
捨
て
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
は
溺
死
し
た
と
い
う
場
合
、
第
二
行
為
は
中
間
原
因
に
す
ぎ
な
い
と
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し
て
、
殺
人
既
遂
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
。
川
岸
に
座
っ
て
い
る
被
害
者
が
自
ら
川
に
滑
り
落
ち
る
か
、
行
為
者
が
被
害
者
を
既
に
死
亡
し
た
と
誤
信
し
て

川
に
突
き
落
と
す
か
で
、
相
違
は
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
但
し
、
既
に
第
一
の
行
為
で
創
出
さ
れ
た
危
険
が
実
現
し
た
と
い
い
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
実
際
に
は
、
第
二
の
行
為
で
新
し
い
、
独
自
の
危
険
が
創
出
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
で
、
被
害
者
が
元
の
命
中
さ
れ
た
場
所
か
ら
川
に
滑

り
落
ち
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
被
害
者
が
傷
を
負
っ
た
状
態
で
川
に
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
い
て
い
く
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
、
第

一
の
行
為
に
つ
い
て
殺
人
未
遂
罪
が
、
第
二
の
行
為
に
つ
い
て
過
失
致
死
罪
が
成
立
す
る
と
。
し
か
し
、
ト
リ
フ
テ
ラ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
犯
跡
隠
蔽

行
為
は
一
般
的
生
活
経
験
の
外
に
あ
る
と
は
云
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
見
解
は
狭
す
ぎ
る
。

な
お
、
大
塚
（
注
６
）
一
九
四
頁
は
、
概
括
的
故
意
に
つ
い
て
は
、
構
成
要
件
的
故
意
の
要
素
と
し
て
の
因
果
関
係
の
認
識
の
存
否
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、「
第
一
の
行
為
と
第
二
の
行
為
と
の
場
所
的
・
時
間
的
近
接
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
行
為
者
が
因
果
関
係
に
つ
い
て
事
前
に
予
見
し
た
と
こ
ろ
と
、
実
際
の

因
果
関
係
の
経
過
と
が
、
相
当
因
果
関
係
の
範
囲
内
で
符
合
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
限
り
、
構
成
要
件
的
故
意
」
は
認
め
ら
れ
る
と
論
ず
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ル
ー
ド
ル
フ
イ
ー
（H

.-J.
R
u
d
olph

i,
S
y
stem

a
tisch

er K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
1989,

16 R
n 35

）
は
よ
り
限
定
的
で
あ
る
。

〔
行
為
者
の
殺
害
故
意
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
第
一
の
行
為
後
の
結
果
発
生
の
危
険
を
創
出
し
、現
実
の
因
果
経
路
が
一
般
的
生
活
経
験
に
よ
っ
て
予
見
可
能

な
範
囲
内
に
あ
る
と
き
、
非
本
質
的
な
、
つ
ま
り
、
法
的
に
無
視
で
き
る
因
果
関
係
の
ず
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
因
果
経
路
の
相
当
性
だ
け
が
結
果

発
生
の
帰
属
可
能
性
を
決
め
る
の
で
な
く
、
さ
ら
に
、
結
果
が
第
一
行
為
の
結
果
危
険
の
現
実
化
と
見
ら
れ
う
る
か
否
か
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が

肯
定
さ
れ
る
の
は
、
行
為
者
が
当
初
か
ら
結
果
を
直
接
惹
起
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
て
、
ロ
ク
ス
ィ
ー
ン
と
は
異
な
り
、
結

果
の
発
生
に
目
的
的
故
意
が
あ
っ
た
か
未
必
の
故
意
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
か
は
関
係
が
な
い
。
第
一
の
行
為
の
終
了
後
に
「
死
体
」
湮
滅
の
意
思
が
生
じ

た
と
き
は
、
行
為
者
が
被
害
者
の
死
を
目
的
と
し
て
い
た
か
、
つ
ま
り
、
何
が
何
で
も
死
を
惹
起
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
未
必
の
故
意
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な

い
の
か
が
決
定
的
意
味
を
有
す
る
〕。
ほ
ぼ
同
趣
旨
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ル
ト
／
ク
ー
レ
ン
（G

.
S
traten

w
erth

,
L
.
K
u
h
len

,
S
tra
frech

t.
A
T
 
I,

5.
A
u
fl.,

2004,
8 R

n 93

）〔
故
意
は
、
行
為
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
、
行
為
者
に
客
観
的
に
帰
属
可
能
な
す
べ
て
の
危
険
を
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

後
の
結
果
発
生
も
こ
の
危
険
に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
危
険
に
は
、
加
え
ら
れ
た
傷
害
か
ら
自
然
法
則
的
に
生
ず
る
生
命
の
危
険
が
属

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
殺
害
の
故
意
で
担
わ
れ
た
行
為
が
後
の
湮
滅
等
を
惹
き
起
こ
し
う
る
危
険
も
属
す
る
。
か
か
る
危
険
が
特
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
第

二
の
行
為
が
初
め
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
行
為
が
初
め
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
行
為
者
が
状
況

か
ら
し
て
湮
滅
に
関
心
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
に
だ
け
、
事
前
の
観
点
か
ら
、
殺
害
行
為
の
着
手
時
に
、
被
害
者
が
第
二
の
行
為
に
よ
っ
て
生
命

を
失
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
険
を
肯
定
で
き
る
〕。V

g
l.
I.
P
u
ppe

,
N
o
m
o
sK
o
m
m
en
ta
r.
S
tra
fg
esetzb

u
ch B

d
.
1,
2.
A
u
fl.,

2005,
16 R

n
 

104 ff.

参
照
、
山
中
敬
一
「
行
為
者
自
身
の
第
二
行
為
に
よ
る
因
果
経
過
へ
の
介
入
と
客
観
的
帰
属
｜
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
概
括
的
故
意
事
例
の
検
討
を
中
心
に
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｜
」『
福
田
平
・
大
塚
仁
古
稀
祝
賀
論
集
（
下
）』（
一
九
九
三
年
）
所
収
・
二
四
七
頁
以
下
。

28
）

最
決
平
成
一
六
年
三
月
二
二
日
刑
集
五
八
巻
三
号
一
八
七
頁﹇
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
殺
人
事
件
﹈〔
行
為
者
ら
が
、
被
害
者
に
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
吸
引
さ
せ
て
失

神
さ
せ
（
第
一
行
為
）、
そ
の
状
態
を
利
用
し
て
港
ま
で
運
び
、
自
動
車
ご
と
海
中
に
転
落
さ
せ
る
（
第
二
行
為
）
と
い
う
一
連
の
殺
人
行
為
を
行
な
っ
て
被

害
者
殺
害
の
目
的
を
遂
げ
た
場
合
、
行
為
者
ら
に
は
、
第
一
行
為
に
よ
っ
て
は
被
害
者
の
死
亡
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
認
識
が
な
く
、
第
二
行
為
の
為
さ

れ
る
前
に
、
第
一
行
為
に
よ
っ
て
被
害
者
が
死
亡
し
て
い
た
と
し
て
も
、
殺
人
の
行
為
は
認
め
ら
れ
、
行
為
者
ら
に
は
、
殺
人
既
遂
の
共
同
正
犯
が
成
立
す

る
〕。
本
事
案
に
つ
い
て
、
殺
人
既
遂
の
成
立
を
否
定
し
て
、
殺
人
未
遂
と
過
失
致
死
の
成
立
を
認
め
る
見
解
が
あ
る
。
林（
注
26
）二
四
八
頁
以
下
、
同「
早

す
ぎ
た
結
果
の
発
生
」
判
時
一
八
六
九
・
三
頁
以
下
に
よ
る
と
、
殺
害
の
意
図
で
被
害
者
を
先
ず
睡
眠
薬
で
眠
ら
せ
、
次
い
で
殺
そ
う
と
し
た
ら
、
憐
憫
の

情
が
湧
き
、
腹
を
蹴
っ
た
だ
け
で
立
ち
去
っ
た
が
、
被
害
者
は
そ
れ
が
原
因
で
内
出
血
を
起
こ
し
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
、
睡
眠
剤
で
眠
ら
せ
た
時
点
で
殺

人
未
遂
罪
が
成
立
す
る
が
、
腹
を
蹴
っ
た
と
き
に
は
殺
意
が
な
く
、
殺
人
既
遂
罪
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、﹇
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
殺
人
事
件
﹈も
こ
れ
と
同

様
で
あ
る
。
同
旨
、
高
橋
（
注
25
）
一
七
三
頁
以
下
。
し
か
し
、
殺
人
の
故
意
を
殺
人
未
遂
の
故
意
と
殺
人
既
遂
の
故
意
と
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
り
、
実
行
行
為
時
点
に
お
い
て
故
意
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
後
は
、
実
行
行
為
と
結
果
の
発
生
の
相
当
性
連
関
、
危
険
連
関
の
問
題
が
生
ず
る
。

横
浜
地
判
昭
和
五
八
・
七
・
二
〇
判
時
一
一
〇
八
・
一
三
八
〔
被
告
人
は
、
自
宅
家
屋
を
燃
や
す
と
と
も
に
焼
身
自
殺
を
し
よ
う
と
決
意
し
、
家
屋
内
に

ガ
ソ
リ
ン
を
撒
布
し
、
死
ぬ
前
に
最
後
の
煙
草
を
吸
お
う
と
思
い
、
ラ
イ
タ
ー
で
点
火
し
た
と
こ
ろ
、
撒
布
し
た
ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
に
引
火
し
て
爆
発
し
、

家
屋
は
全
焼
し
た
と
い
う
事
案
〕「
撒
布
の
結
果
、
ガ
ソ
リ
ン
の
臭
気
が
室
内
に
充
満
し
、
被
告
人
は
鼻
が
痛
く
な
り
、
目
も
ま
ば
た
き
し
な
け
れ
ば
開
け
て

い
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
強
い
引
火
性
を
考
慮
す
る
と
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
火
気
が
発
す
れ
ば
本
件
家
屋

に
撒
布
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
に
引
火
し
、
火
災
が
起
こ
る
こ
と
は
必
定
の
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
は
ガ
ソ
リ
ン
を
撒
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

放
火
に
つ
い
て
企
図
し
た
と
こ
ろ
の
大
半
を
終
え
た
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
法
益
の
侵
害
即
ち
本
件
家
屋
の
焼

を
惹
起
す
る
切
迫
し

た
危
険
が
生
ず
る
に
至
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
右
行
為
に
よ
り
放
火
罪
の
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」。

29
）

B
G
H
 
N
S
tZ 2002,

309

﹇
誘
拐
事
件
﹈〔
行
為
者
は
、
自
分
の
妻
を
自
宅
か
ら
力
ず
く
で
連
れ
出
し
、
仲
間
の
二
台
の
自
動
車
の
助
力
を
得
て
、
一
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
タ
ー
離
れ
た
場
所
に
連
行
し
、
そ
こ
で
署
名
を
強
要
し
、
そ
れ
か
ら
殺
害
し
よ
う
と
計
画
し
た
が
、
被
害
者
は
最
初
の
暴
行
を
加
え
ら
れ
た
と
き

に
死
亡
し
た
と
い
う
事
案
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
予
備
の
段
階
に
「
法
的
に
重
要
な
」
故
意
が
無
く
、
傷
害
致
死
罪
が
成
立
す
る
と
し
た
〕。
し
か
し
、
本

事
案
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
が
、
本
事
案
は
、
故
意
は
肯
定
さ
れ
る
が
、
予
備
の
段
階
で
は
故
意
の
構
成
要
件
該
当
行
為
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
べ
き
で
あ
っ

た
。V

g
l.
R
oxin

,
(F
n
.
25),

12 R
n 184.

30
）

R
oxin

,
(F
n
.
25),

12 R
n 185.;

R
u
d
olph

i,
(F
n
.
27),

16 R
n 34.;

S
traten

w
erth

/K
u
h
len

,
(F
n
.
27),

8 R
n 94.;

W
.
G
ropp

,
S
tra
frech

t.
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A
T
,
3.
A
u
fl.,

2005,
5 R

n 73b
.

R
G
 
D
S
tR
 
1939,

177

〔
行
為
者
は
女
性
被
害
者
を
殴
打
し
て
失
神
さ
せ
、
走
行
中
の
列
車
か
ら
突
き
落
と
し
て
殺
害
し
よ
う
と
し
た
が
、
被
害
者
は
既

に
殴
打
で
死
亡
し
た
と
い
う
事
案
。
殺
人
既
遂
罪
成
立
〕。B

G
H
 
G
A
 
1955

〔
つ
る
し
首
で
「
処
刑
さ
れ
る
」
の
に
抵
抗
し
た
被
害
者
が
、
抵
抗
し
て
行
為

者
と
格
闘
中
に
死
亡
し
た
と
い
う
事
案
。
殺
人
既
遂
罪
成
立
〕。B

G
H
 
N
S
tZ
 
2002,

475

﹇
空
気
注
射
事
件
﹈〔
行
為
者
は
抵
抗
す
る
被
害
者
を
先
ず
叩
き

の
め
し
、
腕
の
静
脈
に
空
気
注
射
を
し
て
殺
害
し
よ
う
と
し
た
が
、
被
害
者
は
す
で
に
最
初
の
殴
打
行
為
で
死
亡
し
た
。
被
害
者
が
ま
だ
生
き
て
い
る
と
思
っ

て
空
気
注
射
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
被
害
者
の
死
を
惹
起
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
〕〔
実
際
の
事
象
全
体
と
行
為
者
の
考
え
た
事
象
全
体
が
不
一

致
で
あ
っ
て
も
、
両
方
の
因
果
経
路
が
等
値
で
あ
る
た
め
、
重
要
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
不
一
致
は
法
的
に
無
視
で
き
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
殺
人
既
遂
罪

成
立
〕。

こ
れ
に
対
し
て
、
終
了
未
遂
の
段
階
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
、
既
遂
罪
は
成
立
し
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
ヴ
ォ
ル
タ
ー（J.

W
olter

,V
o
rsa

tzlich
e

 
V
o
llen

d
u
n
g
 
o
h
n
e V

o
llen

d
u
n
g
sv
o
rsa

tz u
n
d
 
V
o
llen

d
u
n
g
ssch

u
ld
?
Z
u
g
leich

 
ein
 
B
eitra

g
 
zu
m

” S
tra
fg
ru
n
d
 
d
er V

o
llen

d
u
n
g
“,
in
:

L
eferen

z-F
estsch

rift,
1983,

545 ff.,
563

）
に
よ
れ
ば
、
既
遂
の
故
意
犯
の
処
罰
根
拠
は
、「
答
責
的
な
、
故
意
に
実
行
に
移
さ
れ
た
結
果
を
発
生
さ
せ

る
危
険
の
あ
る
未
遂
に
あ
る
。
行
為
者
は
既
遂
に
必
要
な
こ
と
は
す
べ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
に
責
め
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
客
観

的
に
帰
属
可
能
な
既
遂
の
基
礎
と
な
る
こ
の
最
大
限
の
未
遂
こ
そ
が
既
遂
故
意
犯
の
刑
罰
を
正
当
化
す
る
」。
既
遂
処
罰
の
危
険
は「
未
遂
の
終
了
時
ま
で
故

意
と
責
任
を
維
持
し
ぬ
い
た
者
に
だ
け
」
負
わ
せ
ら

565
）

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
正
当
に
も
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
る
。
第
一
に
、
刑
法
上
、
未
終
了
未

遂
と
終
了
未
遂
は
同
じ
く
処
罰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
の
無
価
値
に
差
異
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
因
果
経
路

の
ず
れ
を
異
な
っ
て
扱
う
こ
と
は
正
当
化
で
き
な
い
。
第
二
に
、
未
終
了
未
遂
は
、
帰
属
可
能
な
様
態
で
結
果
を
惹
起
す
る
の
だ
が
、
終
了
未
遂
と
同
じ
く

結
果
を
発
生
さ
せ
る
危
険
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
の
観
点
か
ら
も
、
両
者
の
異
な
っ
た
扱
い
は
適
切
で
な
い
。
そ
も
そ
も
、﹇
空
気
注
射
事
件
﹈に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
第
一
の
行
為
の
方
が
第
二
の
行
為
よ
り
も
危
険
な
場
合
が
あ
る
。
第
三
に
、
終
了
未
遂
の
場
合
、
故
意
が
か
な
り
長
く
「
維
持
さ
れ
る
」
と
い

う
の
も
論
拠
と
し
て
弱
い
。
上
記
の
判
例
に
お
い
て
、
未
終
了
未
遂
の
段
階
で
結
果
を
惹
起
し
た
行
為
者
が
、
決
意
を
維
持
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
根

拠
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
現
実
に
は
、
行
為
者
は
決
意
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る（
実
際
に
、
女
性
被
害
者
は
列
車
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
た
、

被
害
者
は
つ
る
し
首
に
さ
れ
た
、
空
気
注
射
が
さ
れ
た
）。R

oxin
,
(F
n
.
25),

12 R
n 188.;

C
ram

er
/S
tern

berg-L
ieben

,
(F
n
.
1),

15 R
n 58.

参
照
、

山
中
敬
一
「
い
わ
ゆ
る
早
過
ぎ
た
構
成
要
件
の
実
現
と
結
果
の
帰
属
」『
板
倉
宏
古
稀
祝
賀
論
集
』
二
〇
〇
四
年
・
九
七
頁
以
下
。

31
）

M
oos

,
(F
n
.
6),

122.

32
）

具
体
的
符
号
説
と
い
う
用
語
は
、
牧
野
英
一
（『
日
本
刑
法
』〔
初
版
〕
一
九
一
六
年
・
一
一
八
頁
）
に
お
い
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
客
体
の
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錯
誤
の
場
合
に
は
、
行
為
者
に
故
意
の
既
遂
を
認
め
、
方
法
の
錯
誤
の
場
合
に
は
、
行
為
者
に
故
意
の
未
遂
と
（
過
失
が
あ
れ
ば
発
生
し
た
結
果
に
つ
い
て

の
）
過
失
を
認
め
る
と
い
う
説
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
圏
刑
法
学
で
は
一
般
に
「
具
体
化
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
法
定
的
符
号
説
と
い
う
の

は
、
行
為
者
が
認
識
し
た
こ
と
と
実
際
に
発
生
し
た
こ
と
が
同
じ
構
成
要
件
の
中
に
あ
れ
ば
、
客
体
の
錯
誤
で
も
方
法
の
錯
誤
で
も
、
行
為
者
に
故
意
の
既

遂
を
認
め
る
説
で
あ
り
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
圏
刑
法
学
で
は
一
般
に
「
客
観
的
一
般
化
説
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
体
に
即
し
た
用
法
で
あ
る
「
具

体
化
説
」、「
客
観
的
一
般
化
説
」
を
用
い
る
。
参
照
、
斉
藤
誠
二
『
特
別
講
義

刑
法
』
一
九
九
一
年
・
三
四
頁
。

33
）

内
田
（
注
25
）
四
三
九
頁
。

34
）

ト
リ
フ
テ
ラ
ー
は
方
法
の
錯
誤
を
因
果
経
路
に
関
す
る
錯
誤
に
含
め
る
。T

riffterer
,
(F
n
.
27),

8.
K
a
p R

n 95.

35
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 138.

36
）

M
oos

,
(F
n
.
6),120 F

n 47.
参
照
、
内
田
（
注
25
）
四
三
九
頁
、
能
勢
弘
之
「
事
実
の
錯
誤
」『
現
代
刑
法
講
座
二
巻
』
一
九
七
九
年
・
三
二
七
頁
以
下
。

37
）

内
田
（
注
25
）
四
四
〇
頁
。
西
田
（
注
12
）
二
〇
九
頁
は
、
物
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
被
害
者
の
物
」
と
い
う
形
に
ま
で
緩
和
す
る
。

38
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 142.

39
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 139.

40
）

客
観
的
一
般
化
説
が
我
が
国
の
通
説
・
判
例
の
立
場
で
あ
る
。
團
藤
（
注
４
）
二
七
六
頁
、
福
田
（
注
４
）
一
〇
〇
頁
、
大
塚
（
注
６
）
一
九
一
頁
。
大

判
大
正
六
・
一
二
・
一
四
刑
録
二
三
・
一
三
六
二
、
大
判
大
正
一
一
・
五
・
九
刑
集
一
・
三
一
三
、
大
判
昭
和
八
・
八
・
三
〇
刑
集
一
二
・
一
四
四
五
。

行
為
者
の
犯
罪
行
為
の
結
果
が
、
そ
の
意
図
し
た
客
体
と
と
も
に
、
意
図
し
な
か
っ
た
客
体
に
も
生
じ
た
場
合
に
問
題
が
生
ず
る
。
例
え
ば
、
甲
は
乙
を

殺
害
の
意
図
で
切
り
つ
け
た
と
こ
ろ
、
乙
に
は
傷
を
負
わ
せ
た
も
の
の
殺
害
す
る
に
至
ら
ず
、
誤
っ
て
傍
ら
に
い
た
丙
を
殺
害
し
た
場
合
、
客
観
的
一
般
化

説
の
見
解
が
分
か
れ
る
。
①
数
故
意
犯
説
。
乙
に
対
す
る
殺
人
未
遂
罪
と
丙
に
対
す
る
殺
人
既
遂
罪
と
の
観
念
的
競
合
を
認
め
る
見
解
（
團
藤
（
注
４
）
三

〇
四
頁
注
36
、
大
谷
（
注
25
）
九
九
頁
）、
②
一
故
意
犯
説
。
丙
に
対
す
る
単
一
の
殺
人
既
遂
罪
の
み
が
成
立
し
、
乙
に
対
す
る
殺
人
未
遂
は
そ
れ
に
吸
収
さ

れ
る
と
す
る
見
解
（
福
田
（
注
４
）
一
二
一
頁
注
８
）、
③
一
故
意
犯
説
。
乙
に
対
す
る
過
失
傷
害
罪
と
丙
に
対
す
る
殺
人
既
遂
罪
と
の
観
念
的
競
合
と
な
る

と
す
る
見
解
（
大
塚
（
注
６
）
一
九
一
頁
以
下
）
が
あ
る
。

甲
は
乙
を
殺
害
の
意
図
で
切
り
つ
け
、
乙
を
殺
害
す
る
と
と
も
に
、
乙
の
傍
ら
に
い
た
丙
を
も
殺
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
行
為
者
は
そ
の
意
図
を
実
現

し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
錯
誤
論
の
適
用
さ
れ
る
問
題
は
な
く
、
乙
に
対
す
る
殺
人
既
遂
と
丙
に
対
す
る
過
失
致
死
が
成
立
す
る
（
大
塚
（
注
６
）
一
九

三
頁
）。

判
例
は
、
両
名
に
対
す
る
故
意
犯
の
成
立
を
認
め
る
（
数
故
意
犯
説
）。
大
判
昭
和
八
・
八
・
三
〇
刑
集
一
二
・
一
四
四
五
〔
被
告
人
が
殺
意
を
も
っ
て
被
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害
者
を
刺
し
殺
し
、
同
時
に
被
害
者
の
抱
い
て
い
た
幼
児
を
も
殺
し
た
と
い
う
事
案
。
両
名
に
対
す
る
殺
人
罪
が
成
立
〕。
最
判
昭
和
五
三
・
七
・
二
八
刑
集

三
二
・
五
・
一
〇
六
八
〔
被
告
人
甲
は
、
巡
査
か
ら
拳
銃
を
奪
う
目
的
で
、
殺
意
を
も
っ
て
手
製
装
薬
銃
を
発
射
し
、
意
図
し
た
巡
査
乙
に
胸
部
貫
通
の
傷

害
を
負
わ
せ
、
さ
ら
に
、
予
期
し
な
か
っ
た
通
行
人
丙
に
対
し
て
も
、
腹
部
貫
通
の
傷
害
を
与
え
た
と
い
う
事
案
。
両
名
に
対
す
る
強
盗
殺
人
未
遂
罪
が
成

立
〕。

41
）

R
ittler

,
(F
n
.
25),

205.;
W
elzel,

(F
n
.
25),

73.;
U
.
L
oew

en
h
eim

,
E
rro

r in o
b
iecto u

n
d a

b
erra

tio ictu
s
―
O
L
G
 
N
eu
sta
d
t,
N
JW
 
1964,

311,
Ju
S 1966,

310 ff.,
312.

42
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
は
一
九
七
五
年
に
全
面
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
旧
刑
法
第
一
三
四
条
（
謀
殺
罪
）
は
、
生
命
と
い
う
法
益
に
重
要
性
に
鑑
み
、

「
あ
る
人
を
殺
す
目
的
で
、
殺
害
行
為
に
出
、
そ
の
結
果
、
こ
の
者
又
は
あ
る
他
人
を
殺
し
た
者
は
、
殺
人
罪
の
責
め
を
負
う
」と
定
め
て
お
い
た
。
こ
の
法

文
の
背
景
に
は
、
行
為
者
が
目
的
と
し
た
人
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
人
に
当
て
て
し
ま
っ
た
場
合
、
行
為
の
ず
れ
は
た
い
て
い
生
活
経
験
内
に
あ
る

か
ら
、
故
意
は
こ
の
者
に
も
伸
び
る
と
い
う
間
接
的
故
意
の
思
想
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
説
は
、
こ
の
規
定
を
例
外
的
と
考
え
、
他
の
犯
罪
で

は
方
法
の
錯
誤
は
法
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
今
日
の
理
解
で
は
、
こ
の
規
定
は
故
意
が
過
失
の
分
だ
け
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ク
ス
ィ
ー
ン
（R

oxin
,
(F
n
.
25),

R
n
 
165

）
は
、
結
論
的
に
は
具
体
化
説
に
近
い
が
、
故
意
を
犯
行
計
画
の
実
現
と
捉
え
る
立
場

か
ら
主
観
的
帰
属
を
否
定
す
る
。
甲
が
乙
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
拳
銃
を
撃
っ
た
が
、
そ
の
側
に
い
た
丙
に
当
た
っ
た
と
い
う
場
合
、
甲
の
主
観
的
判
断
ば

か
り
で
な
く
、
客
観
的
尺
度
か
ら
も
、
甲
の
犯
行
計
画
は
失
敗
し
た
と
云
え
る
。
丙
に
は
危
険
の
実
現
が
あ
り
、
故
殺
罪
の
客
観
的
構
成
要
件
は
充
足
さ
れ

て
い
る
が
、
計
画
が
実
現
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
、
結
果
を
故
意
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
丙
に
対
し
て
は
過
失
致
死
が
、
乙
に
対
し
て
は
殺

人
未
遂
に
問
擬
さ
れ
う
る
。
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刑
法
第
三
八
条
第
二
項
の
「
そ
の
重
い
罪
に
よ
っ
て
処
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
罪
名
は
実
現
さ
れ
た
重
い
罪
に
よ
り
な
が
ら
、

処
罰
は
軽
い
罪
に
よ
る
べ
き
と
す
る
見
解
（
植
松
正
『
刑
法
概
論

（
総
論
）』〔
再
訂
版
〕
一
九
七
四
年
・
二
八
三
頁
以
下
、
大
判
明
治
四
三
・
四
・
二
八

刑
録
一
六
・
七
六
〇
）、
罪
名
・
処
罰
と
も
に
軽
い
罪
に
よ
る
べ
き
と
す
る
見
解
（
團
藤
（
注
４
）
二
九
八
頁
、
香
川
（
注
18
）
二
三
三
頁
以
下
、
最
決
昭
和

五
四
・
三
・
二
七
刑
集
三
三
・
二
・
一
四
〇
、
最
決
昭
和
五
四
・
四
・
一
三
刑
集
三
三
・
三
・
一
七
九
）
が
あ
る
。
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